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小松商工会議所
Komatsu Chamber of Commerce & Industry

会 報
Ｃontents
－ 今月の主な内容 －

 表紙 おみせDEマルシェ in 小松
 ２ 新型コロナウイルス感染症に係る
  最新情報等
 3 中小企業相談所コーナー
  ／ＩＳＩＣＯコーナー
 4 景気見通し調査報告
 6 ＬＯＢＯ調査／雇用情報
 10 会議所の動き
 １4 華つうしん
 １5 会員事業所紹介 株式会社あかね

主催：小松商工会議所　協力：小松能美地区農業青年グループ
フードマイレージ・・・食物輸送にかかった「重量×距離」で表されるもので、この値が大きいほど排出されるCO2が多くなります。

2021年 10月16日（土）～11月14日（日）



経営相談

本所では専門スタッフがあらゆるご相談に応じております。

相談場所 ●小松商工会議所  ☎0761-21-3121
会員様のご相談は無料です。ご相談の秘密は厳守します。

専門家によるアドバイスも受けられます。

【経営】
・新型コロナウイルスに関する経
営相談窓口を設置しています。

【IT】
・インターネットで企業PRしたい。

【特許・商標】
・特許や商標登録について検討し
ている。
・海外に製品を出したい。

【労働】
　雇用・労務に関する相談をしたい。
※ご相談内容によっては、専門家派遣事業にて
対応または専門機関をご紹介しております。

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

悩みを抱えたままにしていませんか？

金融（融資）相談
※随時対応しております。
新型コロナウイルス感染症による
金融支援制度を利用したい。

受付時間（月）～（金）9：00～16：00
（小松商工会議所経営支援課）

事業に
関する

今月の利率
（令和3年10月20日現在）

（3）

（1,320）

令和3年度（9月
末まで）認定実績

5　件

2,020万円

■マルケイ資金（内コロナ）
　無担保・無保証人
　 2,000万円（1,000万円）
　・利率 1.21％（当初3年0.31％）
　・期間 設備10年・運転7年

0　件

0万円

0　件

0万円

■創業者支援融資
　原則無担保
　 2,000万円
　・利率 1.7％以内
　・期間 7年（運転5年）

■小口零細（創業者分含）
　原則無担保
　 2,000万円
　・利率 1.7％以内
　・期間 7年（運転5年）

■経営安定支援融資（一般分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率 1.6％以内
　・期間 7年

1　件

2,000万円

■経営安定支援融資（資金繰り支援分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率 1.85％以内
　・期間 7年（実情に応じ10年）

1　件

500万円

■経営安定支援融資（緊急経営安定支援分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率 1.3％以内
　・期間 7年以内

■新型コロナウイルス特別融資
　 8,000万円（運転資金）
　・利率 1.0％以内
　・期間 10年以内

7　件

9,419万円

0　件

0万円

■地域商工業活性化融資
　 5,000万円（特認2億円）
　・利率 1.8％以内
　・期間 5年～15年
　（期間10年超の場合は、変動金利）

2件 1,200万円
創業者分

0件 0万円
女性若者シニア分

12件 3,829万円
零　細　分

新型コロナウイルスに関する相談やそれ以外の
ご相談の際も、事前にご連絡をお願いします。

金融情報

予約制

記帳・税務
相談

・会社の経理や税務についてわからないことがある。
・消費税について教えてほしい。
日時：11月19日（金） 10：00～16：00
専門家　堀 岩雄税理士 ☎0761-21-3121

（小松商工会議所経営支援課）

小松法律相談センター事業に
関する

ISICO（公財）石川県産業創出支援機構ISICO（公財）石川県産業創出支援機構 ウィズコロナで変化するISICO人材マネジメントセミナー

お問合せ
公益財団法人

石川県
産業創出支援
機構

公益財団法人石川県産業創出支援機構　総務企画部 企画広報課
TEL：076-267-1239　FAX：076-268-1322　E-mail：jinzai@isico.or.jp

第1回 11月12日(金) 13:30～16:30
「部下を育てる『ものの言い方・聞き方』」
講師　井上 健一郎氏
アカラ・クリエイト株式会社 代表取締役
組織マネジメントコンサルタント

【 詳細はこちらから 】https://www.isico.or.jp/event/dgnet/d31158268.html

・保証債務の問題で困っている。
・取引先が倒産した。
日時：11月4日、11日、18日、25日
　　（毎週木曜日）13：00～15：50

新型コロナ感染症拡大状況により、中止とな
る場合があります。

☎076-221-0242
小松法律相談センターにてご予約ください。

（金沢弁護士会）
予約制

第2回 11月24日(水) 13:30～16:30
「実践 週イチ・30分の習慣でよみがえる職場づくり
 ～チームがまとまる！自主的に動く！」
講師　小森谷 浩志氏
株式会社ジェイフィール コンサルタント
株式会社ENSOU 代表取締役 博士(経営学)

新型コロナウイルス感染症に関する支援金についてのお知らせ
ー支援金の要件に該当する方は期限内に申請をお忘れなく！ー

石川県でのまん延防止等重点措置の適用により、甚大な影響を受けた県内中小企業及び個人事業主の
事業継続を支援するため、国の月次支援金に、県が独自に上乗せする「石川県経営持続月次支援金」を
給付します。

受付申請受付申請

月 次 支 援 金
要　件：9月はまん延防止等重点措置の適用により石川県全域が月次支援金の対象地域となります。

①と②を満たせば石川県内の事業者は業種を問わず対象となり得ます。ただし、時短要請によ
り協力金支給対象となる飲食店や大規模施設は除きます。
①本年9月の月間売上が2019年または2020年の同じ月と比べて50％以上減少
②まん延防止等重点措置に伴う飲食店の休業・時短営業または外出自粛等の影響を受けていること
（注）時短要請の対象となった飲食店（石川県内全域において時短営業の要請により協力金の支給対象）は対象外

給付額：中小企業等➡上限20万／月　　個人事業主➡上限10万／月
申請受付期間：9月分は10/1～11/30
詳細は、国のホームページ等でご確認ください。

国

概
要

石川県経営持続月次支援金
要　件：8月または9月において「国の月次支援金※」の支給を受けた事業者に対し追加支援
給付額：国の月次支援金の1/2

中小企業等　　　上限10万／月
個人事業主　　　上限  5万／月
※酒類販売事業者は、国と同額を支給
中小企業等➡上限20万／月　　個人事業主➡上限10万／月

県
※国の月次支援金の
決定通知書で確認

（国の決定通知書、国に提
出した書類を保管下さい）

受付期間：令和4年1月31日まで　ご相談は県ワンストップコールセンターまで　　　　　　　　　　　　　　　 ☎076-225-1920（9時～10時〈土日祝も対応〉）

お問合せ先お問合せ先 　 0120-211-240
（8時30分～19時〈土日祝も対応〉） 上乗せ支援

【市】売上が減少した飲食業等事業者への支援：小松市飲食店等支援金

＜お問合せ先＞小松市産業未来部商工労働課　☎0761-24-8074

◎新型コロナウイルス感染症の影響により売上が減少した飲食業等を支援
⃞ 対　　象：市内で飲食業及び飲食店と取引がある小売・卸売業や

タクシー、運転代行業等を営む中小企業者及び個人事業主
⃞ 要　　件：令和2年の年間売上合計額が前年の売上より減少し、かつ令和2年

の連続する3カ月の売上合計が前年同期比30％以上減少
⃞ 支 援 金：

⃞ 申請期間：令和4年1月31日（月）まで

区　分
中小企業者・個人事業主

金額（一律）

20万円

期　間
8月分

9月分

石川県経営持続月次支援金
令和3年9月15日～令和4年1月31日

令和3年10月15日～令和4年1月31日

国の月次支援金
令和3年9月1日～10月31日【受付終了】

令和3年10月1日～11月30日

【国：締切間近】月次支援金 【県：手続きはお早めに！！】石川県経営持続月次支援金

国の「月次支援金」および「石川県経営持続月次支援金」の申請期間は以下の通りです。申
請
期
間 締切間近
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中小企業相談所コーナー／ISICOコーナー 新型コロナウイルス感染症に係る最新情報等（令和3年10月20日時点）
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相談場所 ●小松商工会議所  ☎0761-21-3121
会員様のご相談は無料です。ご相談の秘密は厳守します。

専門家によるアドバイスも受けられます。

【経営】
・新型コロナウイルスに関する経
営相談窓口を設置しています。

【IT】
・インターネットで企業PRしたい。

【特許・商標】
・特許や商標登録について検討し
ている。
・海外に製品を出したい。

【労働】
　雇用・労務に関する相談をしたい。
※ご相談内容によっては、専門家派遣事業にて
対応または専門機関をご紹介しております。

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

悩みを抱えたままにしていませんか？

金融（融資）相談
※随時対応しております。
新型コロナウイルス感染症による
金融支援制度を利用したい。

受付時間（月）～（金）9：00～16：00
（小松商工会議所経営支援課）

事業に
関する

今月の利率
（令和3年10月20日現在）

（3）

（1,320）

令和3年度（9月
末まで）認定実績

5　件

2,020万円

■マルケイ資金（内コロナ）
　無担保・無保証人
　 2,000万円（1,000万円）
　・利率 1.21％（当初3年0.31％）
　・期間 設備10年・運転7年

0　件

0万円

0　件

0万円

■創業者支援融資
　原則無担保
　 2,000万円
　・利率 1.7％以内
　・期間 7年（運転5年）

■小口零細（創業者分含）
　原則無担保
　 2,000万円
　・利率 1.7％以内
　・期間 7年（運転5年）

■経営安定支援融資（一般分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率 1.6％以内
　・期間 7年

1　件

2,000万円

■経営安定支援融資（資金繰り支援分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率 1.85％以内
　・期間 7年（実情に応じ10年）

1　件

500万円

■経営安定支援融資（緊急経営安定支援分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率 1.3％以内
　・期間 7年以内

■新型コロナウイルス特別融資
　 8,000万円（運転資金）
　・利率 1.0％以内
　・期間 10年以内

7　件

9,419万円

0　件

0万円

■地域商工業活性化融資
　 5,000万円（特認2億円）
　・利率 1.8％以内
　・期間 5年～15年
　（期間10年超の場合は、変動金利）

2件 1,200万円
創業者分

0件 0万円
女性若者シニア分

12件 3,829万円
零　細　分

新型コロナウイルスに関する相談やそれ以外の
ご相談の際も、事前にご連絡をお願いします。

金融情報

予約制

記帳・税務
相談

・会社の経理や税務についてわからないことがある。
・消費税について教えてほしい。
日時：11月19日（金） 10：00～16：00
専門家　堀 岩雄税理士 ☎0761-21-3121
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石川県
産業創出支援
機構

公益財団法人石川県産業創出支援機構　総務企画部 企画広報課
TEL：076-267-1239　FAX：076-268-1322　E-mail：jinzai@isico.or.jp

第1回 11月12日(金) 13:30～16:30
「部下を育てる『ものの言い方・聞き方』」
講師　井上 健一郎氏
アカラ・クリエイト株式会社 代表取締役
組織マネジメントコンサルタント

【 詳細はこちらから 】https://www.isico.or.jp/event/dgnet/d31158268.html
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第2回 11月24日(水) 13:30～16:30
「実践 週イチ・30分の習慣でよみがえる職場づくり
 ～チームがまとまる！自主的に動く！」
講師　小森谷 浩志氏
株式会社ジェイフィール コンサルタント
株式会社ENSOU 代表取締役 博士(経営学)

新型コロナウイルス感染症に関する支援金についてのお知らせ
ー支援金の要件に該当する方は期限内に申請をお忘れなく！ー

石川県でのまん延防止等重点措置の適用により、甚大な影響を受けた県内中小企業及び個人事業主の
事業継続を支援するため、国の月次支援金に、県が独自に上乗せする「石川県経営持続月次支援金」を
給付します。

受付申請受付申請

月 次 支 援 金
要　件：9月はまん延防止等重点措置の適用により石川県全域が月次支援金の対象地域となります。

①と②を満たせば石川県内の事業者は業種を問わず対象となり得ます。ただし、時短要請によ
り協力金支給対象となる飲食店や大規模施設は除きます。
①本年9月の月間売上が2019年または2020年の同じ月と比べて50％以上減少
②まん延防止等重点措置に伴う飲食店の休業・時短営業または外出自粛等の影響を受けていること
（注）時短要請の対象となった飲食店（石川県内全域において時短営業の要請により協力金の支給対象）は対象外
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県
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決定通知書で確認
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出した書類を保管下さい）
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【市】売上が減少した飲食業等事業者への支援：小松市飲食店等支援金
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⃞ 支 援 金：

⃞ 申請期間：令和4年1月31日（月）まで

区　分
中小企業者・個人事業主

金額（一律）

20万円

期　間
8月分

9月分

石川県経営持続月次支援金
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期
間 締切間近

3 2小松商工会議所［2021.11］

中小企業相談所コーナー／ISICOコーナー 新型コロナウイルス感染症に係る最新情報等（令和3年10月20日時点）
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　小松商工会議所では、議員・評議員２２２社に対し、景気見通し調査並びに新型コロナウイルス感染拡大による企業
活動への影響調査を実施しました。調査にご協力頂きましてありがとうございます。
【調査対象】小松商工会議所議員・評議員企業：222社　【回答企業数】105企業（回答率 47.3％）
【調査期間】令和3年9月9日（木）～9月28日（火）

　4～6月と比べ製造業が4.0ポイント
減少、非製造業が23.7ポイント増加、
全産業14.7ポイント増加の▲4.8ポイ
ントとなり、前回より回復した。原材
料不足やウッドショックによる価格の高
騰などの影響で受注が好調な業種に
おいても見通しは低く、その他製造や
小売業など一部業種は厳しい状態が
続いている。コロナの影響が大きい業
種を含め概ね全業種において見通しは
低いまま停滞している。

【景況感】
　製造業においては、前期15.4ポイン
トから今期11.4ポイントとやや減少。
　非製造業においては、前期▲36.7
ポイントから今期▲13.0ポイントとなり
マイナス幅が縮小。全体では、前期▲
19.5ポイントから今期▲4.8ポイントと
回復しているものの、総じて厳しい状
況が続いている。

【主要な表現について】
業況判断…調査対象企業が自らの業績に下した判断
Ｄ Ｉ 値…Ｄ．Ｉ（ディフュージョン・インデックス）とは企業の景況感を示す指数
　　　　　「好転」の割合から「悪化」の割合を差し引いた値（無回答を除く）
前　　期…令和3年度第1四半期（令和3年4月～6月）
今　　期…令和3年度第2四半期（令和3年7月～9月、但し9月は見込み）
来　　期…令和3年度第3四半期（令和3年10月～12月）

※改善予測 （「来期」見通しから「今期」を差し引いた値、プラスの場合は
今期より来期の方が上昇するという予測）

■年次別の推移
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小松商工会議所 検 索※詳細については、本所HPまたは、
　中小企業相談所までお問い合せください。
※詳細については、本所HPまたは、
　中小企業相談所までお問い合せください。

緊急 景気見通し調査報告〈抜粋〉
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新型コロナウイルスによる影響について
■新型コロナウイルスによる売上減少について（前年同月比〈8月〉の業績影響の推移）
　昨年同期と比較し、売上減少全体は40.0％と、まだまだ底は深いようだ。反対に売上増加は27.6％と売上の二極化がみられる。

増加
横ばい
20％未満減少
20％以上減少

（出所）「新型コロナウイルスによる影響調査（R2年3月：128社、5月：131社、6月：140社、 9月：133社、12月：125社、R3年3月：117社、R3年6月：118社、
　　　R3年9月：105社）」いずれも小松商工会議所

■行政に求める支援策について
　「補助金等の充実」が61.6％と最も高く、「補助金等の要件緩和や手続きの簡素化」51.5％、「低利・無利子融資などの金融支援」
30.3％と続く。
　「補助金等の充実」の具体的な内訳は、高い順に「売上減少に対する追加の給付金・支援金」45.9％、「売上向上等を目的とした設備
導入」37.7％、「雇用の維持」「新型コロナ感染防止対策」それぞれ26.2％であった。

①補助金等の充実 61社 61.6％
②補助金等の要件緩和や手続きの簡素化 51社 51.5％
③低利・無利子融資などの金融支援 30社 30.3％
④各種減税・納付猶予 29社 29.3％
⑤デジタル化対策に関する支援 23社 23.2％
⑥販路開拓に関する支援 20社 20.2％
⑦消費の喚起、観光の掘り起こし 19社 19.2％
⑧休業・自粛など事業縮小に対応した支援 13社 13.1％
⑨事業・業務転換に関する支援 9社 9.1％
⑩テレワーク・在宅勤務の導入に対する支援 3社 3.0％
⑪その他 2社 2.0％

（出所）新型コロナウイルスによる影響調査（R3.6月：118社）
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■抱えている経営課題について
　「人員の適正化」が40.6％と最も高く、「販路拡大（既存・新規）」38.6％、「働き方改革への対応」36.6％、「デジタル化・ＩＴ活用」
29.7％と続く。
　その他では、「品質問題」、「労務人事制度の適正化」などの回答があった。

①人員の適正化 41社 40.6％
②販路拡大（既存・新規） 39社 38.6％
③働き方改革への対応 37社 36.6％
④デジタル化・IT活用 30社 29.7％
⑤コスト削減 28社 27.7％
⑥設備投資 26社 25.7％
⑦新分野への参入 17社 16.8％
⑧感染症対策・BCP対応 17社 16.8％
⑨資金調達 16社 15.8％
⑩事業承継 15社 14.9％
⑪その他 6社 5.9％

（出所）新型コロナウイルスによる影響調査（R3.9月：101社）
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　小松商工会議所では、議員・評議員２２２社に対し、景気見通し調査並びに新型コロナウイルス感染拡大による企業
活動への影響調査を実施しました。調査にご協力頂きましてありがとうございます。
【調査対象】小松商工会議所議員・評議員企業：222社　【回答企業数】105企業（回答率 47.3％）
【調査期間】令和3年9月9日（木）～9月28日（火）

　4～6月と比べ製造業が4.0ポイント
減少、非製造業が23.7ポイント増加、
全産業14.7ポイント増加の▲4.8ポイ
ントとなり、前回より回復した。原材
料不足やウッドショックによる価格の高
騰などの影響で受注が好調な業種に
おいても見通しは低く、その他製造や
小売業など一部業種は厳しい状態が
続いている。コロナの影響が大きい業
種を含め概ね全業種において見通しは
低いまま停滞している。

【景況感】
　製造業においては、前期15.4ポイン
トから今期11.4ポイントとやや減少。
　非製造業においては、前期▲36.7
ポイントから今期▲13.0ポイントとなり
マイナス幅が縮小。全体では、前期▲
19.5ポイントから今期▲4.8ポイントと
回復しているものの、総じて厳しい状
況が続いている。

【主要な表現について】
業況判断…調査対象企業が自らの業績に下した判断
Ｄ Ｉ 値…Ｄ．Ｉ（ディフュージョン・インデックス）とは企業の景況感を示す指数
　　　　　「好転」の割合から「悪化」の割合を差し引いた値（無回答を除く）
前　　期…令和3年度第1四半期（令和3年4月～6月）
今　　期…令和3年度第2四半期（令和3年7月～9月、但し9月は見込み）
来　　期…令和3年度第3四半期（令和3年10月～12月）

※改善予測 （「来期」見通しから「今期」を差し引いた値、プラスの場合は
今期より来期の方が上昇するという予測）

■年次別の推移
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小松商工会議所 検 索※詳細については、本所HPまたは、
　中小企業相談所までお問い合せください。
※詳細については、本所HPまたは、
　中小企業相談所までお問い合せください。
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新型コロナウイルスによる影響について
■新型コロナウイルスによる売上減少について（前年同月比〈8月〉の業績影響の推移）
　昨年同期と比較し、売上減少全体は40.0％と、まだまだ底は深いようだ。反対に売上増加は27.6％と売上の二極化がみられる。

増加
横ばい
20％未満減少
20％以上減少

（出所）「新型コロナウイルスによる影響調査（R2年3月：128社、5月：131社、6月：140社、 9月：133社、12月：125社、R3年3月：117社、R3年6月：118社、
　　　R3年9月：105社）」いずれも小松商工会議所

■行政に求める支援策について
　「補助金等の充実」が61.6％と最も高く、「補助金等の要件緩和や手続きの簡素化」51.5％、「低利・無利子融資などの金融支援」
30.3％と続く。
　「補助金等の充実」の具体的な内訳は、高い順に「売上減少に対する追加の給付金・支援金」45.9％、「売上向上等を目的とした設備
導入」37.7％、「雇用の維持」「新型コロナ感染防止対策」それぞれ26.2％であった。

①補助金等の充実 61社 61.6％
②補助金等の要件緩和や手続きの簡素化 51社 51.5％
③低利・無利子融資などの金融支援 30社 30.3％
④各種減税・納付猶予 29社 29.3％
⑤デジタル化対策に関する支援 23社 23.2％
⑥販路開拓に関する支援 20社 20.2％
⑦消費の喚起、観光の掘り起こし 19社 19.2％
⑧休業・自粛など事業縮小に対応した支援 13社 13.1％
⑨事業・業務転換に関する支援 9社 9.1％
⑩テレワーク・在宅勤務の導入に対する支援 3社 3.0％
⑪その他 2社 2.0％

（出所）新型コロナウイルスによる影響調査（R3.6月：118社）
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■抱えている経営課題について
　「人員の適正化」が40.6％と最も高く、「販路拡大（既存・新規）」38.6％、「働き方改革への対応」36.6％、「デジタル化・ＩＴ活用」
29.7％と続く。
　その他では、「品質問題」、「労務人事制度の適正化」などの回答があった。

①人員の適正化 41社 40.6％
②販路拡大（既存・新規） 39社 38.6％
③働き方改革への対応 37社 36.6％
④デジタル化・IT活用 30社 29.7％
⑤コスト削減 28社 27.7％
⑥設備投資 26社 25.7％
⑦新分野への参入 17社 16.8％
⑧感染症対策・BCP対応 17社 16.8％
⑨資金調達 16社 15.8％
⑩事業承継 15社 14.9％
⑪その他 6社 5.9％

（出所）新型コロナウイルスによる影響調査（R3.9月：101社）
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石川労働局からのお知らせ

石川県最低賃金
改正のお知らせ

石川県最低賃金は、パートタイマー・アルバイト等雇用形態を問わず、
石川県内で働くすべての労働者に適用されます。
使用者は、これより低い賃金で労働者を使用することはできません。
なお、産業によっては、これより金額の高い特定（産業別）最低賃金
が適用されますので、ご注意ください。

詳細は、石川労働局のホームページをご覧ください。
http://ishikawa-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/

時間額　861円
（改正発効日  令和3年10月7日）

お問合せ先お問合せ先 石川労働局  ☎076-265-4425
又は最寄りの労働基準監督署まで

「LOBO調査とは」全国の商工会議所のFAXとコンピュータで結んだ早期景気観測調査

業況DIは、緊急事態宣言延
長の影響が続き、悪化
先行きは、日常生活回復への
期待感も、厳しさ続く

●
全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ
Ｉ
は
、

　
▲
33
．2（
前
月
比
▲
3
．8
ポ
イ
ン
ト
）

　
緊
急
事
態
宣
言
や
ま
ん
延
防
止
等
重
点

措
置
の
期
間
延
長
に
伴
う
、
営
業
制
限
、

イ
ベ
ン
ト
中
止
等
の
影
響
が
続
く
中
、
客

足
が
遠
の
く
飲
食
・
宿
泊
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
業
や
小
売
業
が
悪
化
し
た
。
ま
た
、
製

造
業
で
は
、
半
導
体
不
足
や
東
南
ア
ジ
ア

で
の
感
染
拡
大
を
背
景
と
す
る
部
材
調
達

難
な
ど
生
産
活
動
へ
の
影
響
を
指
摘
す
る

声
が
聞
か
れ
た
。
公
共
工
事
に
下
支
え
さ

れ
た
建
設
業
は
底
堅
い
も
の
の
、
鉄
鋼
や

木
材
な
ど
の
原
材
料
価
格
の
上
昇
、
天
候

不
順
に
よ
る
野
菜
価
格
の
上
昇
が
業
況
の

押
し
下
げ
要
因
と
な
る
な
ど
、
中
小
企
業

の
景
況
感
は
一
段
と
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

●
先
行
き
見
通
し
D
I
は
、

　
▲
31
．0（
今
月
比
＋
2
．2
ポ
イ
ン
ト
）

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
展
に
伴
い
、
政
府

か
ら
日
常
生
活
回
復
の
方
針
が
示
さ
れ
、

経
済
活
動
正
常
化
へ
の
期
待
感
が
広
が
っ
て

い
る
。
一
方
、
当
面
の
間
は
感
染
対
策
が

求
め
ら
れ
、
受
注
・
売
上
減
少
や
客
足
回

復
の
遅
れ
が
継
続
す
る
こ
と
か
ら
、
経
営

へ
の
影
響
を
不
安
視
す
る
声
は
多
い
。
さ

ら
に
、
半
導
体
不
足
や
部
材
調
達
難
を
受

け
て
の
生
産
調
整
、
原
材
料
価
格
上
昇
分

の
価
格
転
嫁
の
遅
れ
、
最
低
賃
金
引
き
上

げ
に
対
応
し
て
の
人
件
費
の
上
昇
な
ど
も

あ
り
、
中
小
企
業
の
先
行
き
へ
の
見
通
し

は
、
厳
し
い
見
方
が
続
く
。

●
北
陸
信
越
の
動
向

　
北
陸
信
越
は
、
悪
化
。
卸
売
業
で
は
、

東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
、
自
動
車
部
品

や
建
築
用
木
材
等
の
入
荷
遅
れ
が
生
じ
、

製
造
業
関
連
や
建
設
業
関
連
を
中
心
に
売

上
が
悪
化
し
た
。
ま
た
、
小
売
業
で
は
、

石
川
県
に
お
け
る
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
の
延
長
等
の
影
響
を
受
け
、
秋
の
観
光

需
要
が
低
迷
し
、
県
外
か
ら
の
観
光
客
が

減
少
し
た
こ
と
で
、
商
店
街
や
土
産
店
等

の
専
門
店
を
中
心
に
売
上
が
悪
化
し
た
。

全産業合計
の業況DI値

月の

▲33.2

＊DI値（景況判断指数）について
　DI値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況を表す。ゼロを基準
として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多いことを示し、マイナ
スの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示す。したがって、売上高
などの実数値の上昇率を示すものではなく、景気感の相対的な拡がりを意味する。
【DI】=（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

全産業

前年同月比 先行見通し

とくに好調

50≦DI 25≦DI＜50

好調

0≦DI＜25

まあまあ

DI＜▲25

きわめて不振

北陸・信越

▲25≦DI＜0

不振

全　国 全　国北陸・信越

 ▲56.5 ▲61.7 ▲31.0 ▲31.4
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厚生労働省発表 有効求人倍率総務省発表 完全失業率
全 国

石 川 県

完全失業者数

全 国

石 川 県
ハローワーク
小 松 管 内
金沢 白山 七尾 加賀 輪島

2.8％

1.6％

193万人

（前月2.8％）

（4～6月期）

（前月191万人）

1.14倍

1.34倍

0.99倍

（前月1.15倍）

（前月1.30倍）［原数値]

（前月0.97倍）[原数値]

1.38倍 1.51倍 1.53倍 1.24倍 1.30倍

雇
用
情
報

8
月

ふ
る
さ
と
小
松
の
観
光
大
使

ふ
る
さ
と
小
松
の
観
光
大
使

　
ふ
る
さ
と
小
松
の
観
光
大

使「
こ
ま
つ
姫
御
前
」コ
ン
テ

ス
ト（
主
催
北
國
新
聞
社
、

後
援
小
松
市
、
小
松
商
工

会
議
所
）が
９
月
25
日（
土
）

に
行
わ
れ
、一
次
書
類
審
査

を
通
過
し
た
16
名
の
中
か

ら
、
伊
藤
莉
子
さ
ん（
21
）＝

公
立
小
松
大
学
、
長
崎
杏

鈴
さ
ん（
19
）＝
北
陸
電
力
㈱

小
松
支
店
、
松
下
由
依
さ
ん

（
21
）＝
公
立
小
松
大
学
、
の

３
人
が
選
出
さ
れ
た
。

　
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
十
分
な
活
動
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
19
年
に

選
出
さ
れ
た
３
名
が
２
年
続
け
て
務
め
た
。
今
年
は
２
年
ぶ
り
の
コ
ン

テ
ス
ト
開
催
と
な
っ
た
。

　一
年
間
、
小
松

市
の
顔
と
し
て
県

内
外
の
各
種
行

事
に
参
加
し
て

小
松
の
伝
統
文

化
や
産
業
、
自

然
な
ど
を
全
国

に
Ｐ
Ｒ
す
る
。
近

く
認
証
式
が
行

わ
れ
る
予
定
。

2021
「
こ
ま
つ
姫
御
前
」

「
こ
ま
つ
姫
御
前
」

決
ま
る

　労
働
者（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
・
ア
ル
バ
イ
ト
を
含

む
）を
一
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事
業
主
は
、
労
働
保
険

に
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す（
農
林

水
産
の
事
業
の
一
部
を
除
く
）。

　ま
だ
加
入
手
続
き
を
行
っ
て
い
な
い
事
業
主
の
方

は
、
ま
ず
は
、
石
川
労
働
局
ま
た
は
最
寄
り
の
労
働

基
準
監
督
署
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

石
川
労
働
局 

労
働
保
険
徴
収
室

☎
0
7
6・2
6
5・4
4
2
2

ご
相
談・お
問
合
せ
先

ご
相
談・お
問
合
せ
先

11月は労働保険適用促進強化期間です
「
安
心
」を
支
え
る

　
　ワ
ン
・
ピ
ー
ス 

労
働
保
険

「
安
心
」を
支
え
る

　
　ワ
ン
・
ピ
ー
ス 

労
働
保
険

事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

こまつ姫御前に選ばれた
（左から）松下さん、伊藤さん、長崎さん
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議
員
変
更
の

お
知
ら
せ

議
員
変
更
の

お
知
ら
せ

ブ
レ
ク
ス
プ
ロ
ダ
ク
ツ
㈱

工
場
長   

岡
本 

浩
一
郎
氏

　
本
所
議
員
に
9
月
1
日
付
人
事

異
動
に
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り
、
新
た
に
ブ
レ
ク
ス

プ
ロ
ダ
ク
ツ
㈱
工
場
長
の
岡
本
浩一

郎
氏
が
就
任
さ
れ
た
。
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石川県最低賃金
改正のお知らせ

石川県最低賃金は、パートタイマー・アルバイト等雇用形態を問わず、
石川県内で働くすべての労働者に適用されます。
使用者は、これより低い賃金で労働者を使用することはできません。
なお、産業によっては、これより金額の高い特定（産業別）最低賃金
が適用されますので、ご注意ください。

詳細は、石川労働局のホームページをご覧ください。
http://ishikawa-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/

時間額　861円
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長の影響が続き、悪化
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延
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等
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点
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の
期
間
延
長
に
伴
う
、
営
業
制
限
、

イ
ベ
ン
ト
中
止
等
の
影
響
が
続
く
中
、
客
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が
遠
の
く
飲
食
・
宿
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な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
業
や
小
売
業
が
悪
化
し
た
。
ま
た
、
製

造
業
で
は
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半
導
体
不
足
や
東
南
ア
ジ
ア

で
の
感
染
拡
大
を
背
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と
す
る
部
材
調
達

難
な
ど
生
産
活
動
へ
の
影
響
を
指
摘
す
る

声
が
聞
か
れ
た
。
公
共
工
事
に
下
支
え
さ

れ
た
建
設
業
は
底
堅
い
も
の
の
、
鉄
鋼
や

木
材
な
ど
の
原
材
料
価
格
の
上
昇
、
天
候

不
順
に
よ
る
野
菜
価
格
の
上
昇
が
業
況
の

押
し
下
げ
要
因
と
な
る
な
ど
、
中
小
企
業

の
景
況
感
は
一
段
と
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

●
先
行
き
見
通
し
D
I
は
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▲
31
．0（
今
月
比
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2
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ポ
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ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
展
に
伴
い
、
政
府

か
ら
日
常
生
活
回
復
の
方
針
が
示
さ
れ
、

経
済
活
動
正
常
化
へ
の
期
待
感
が
広
が
っ
て

い
る
。
一
方
、
当
面
の
間
は
感
染
対
策
が

求
め
ら
れ
、
受
注
・
売
上
減
少
や
客
足
回

復
の
遅
れ
が
継
続
す
る
こ
と
か
ら
、
経
営

へ
の
影
響
を
不
安
視
す
る
声
は
多
い
。
さ

ら
に
、
半
導
体
不
足
や
部
材
調
達
難
を
受

け
て
の
生
産
調
整
、
原
材
料
価
格
上
昇
分

の
価
格
転
嫁
の
遅
れ
、
最
低
賃
金
引
き
上

げ
に
対
応
し
て
の
人
件
費
の
上
昇
な
ど
も

あ
り
、
中
小
企
業
の
先
行
き
へ
の
見
通
し

は
、
厳
し
い
見
方
が
続
く
。

●
北
陸
信
越
の
動
向

　
北
陸
信
越
は
、
悪
化
。
卸
売
業
で
は
、

東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
、
自
動
車
部
品

や
建
築
用
木
材
等
の
入
荷
遅
れ
が
生
じ
、

製
造
業
関
連
や
建
設
業
関
連
を
中
心
に
売

上
が
悪
化
し
た
。
ま
た
、
小
売
業
で
は
、

石
川
県
に
お
け
る
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
の
延
長
等
の
影
響
を
受
け
、
秋
の
観
光

需
要
が
低
迷
し
、
県
外
か
ら
の
観
光
客
が

減
少
し
た
こ
と
で
、
商
店
街
や
土
産
店
等

の
専
門
店
を
中
心
に
売
上
が
悪
化
し
た
。

全産業合計
の業況DI値

月の

▲33.2

＊DI値（景況判断指数）について
　DI値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況を表す。ゼロを基準
として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多いことを示し、マイナ
スの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示す。したがって、売上高
などの実数値の上昇率を示すものではなく、景気感の相対的な拡がりを意味する。
【DI】=（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

全産業

前年同月比 先行見通し

とくに好調

50≦DI 25≦DI＜50

好調
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まあまあ
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厚生労働省発表 有効求人倍率総務省発表 完全失業率
全 国

石 川 県

完全失業者数

全 国

石 川 県
ハローワーク
小 松 管 内
金沢 白山 七尾 加賀 輪島
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1.6％

193万人

（前月2.8％）

（4～6月期）

（前月191万人）

1.14倍

1.34倍

0.99倍

（前月1.15倍）

（前月1.30倍）［原数値]

（前月0.97倍）[原数値]
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さ
と
小
松
の
観
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大
使

ふ
る
さ
と
小
松
の
観
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大
使

　
ふ
る
さ
と
小
松
の
観
光
大

使「
こ
ま
つ
姫
御
前
」コ
ン
テ

ス
ト（
主
催
北
國
新
聞
社
、

後
援
小
松
市
、
小
松
商
工

会
議
所
）が
９
月
25
日（
土
）

に
行
わ
れ
、一
次
書
類
審
査

を
通
過
し
た
16
名
の
中
か

ら
、
伊
藤
莉
子
さ
ん（
21
）＝

公
立
小
松
大
学
、
長
崎
杏

鈴
さ
ん（
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）＝
北
陸
電
力
㈱

小
松
支
店
、
松
下
由
依
さ
ん

（
21
）＝
公
立
小
松
大
学
、
の

３
人
が
選
出
さ
れ
た
。

　
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
十
分
な
活
動
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
19
年
に

選
出
さ
れ
た
３
名
が
２
年
続
け
て
務
め
た
。
今
年
は
２
年
ぶ
り
の
コ
ン

テ
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ト
開
催
と
な
っ
た
。

　一
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間
、
小
松

市
の
顔
と
し
て
県

内
外
の
各
種
行

事
に
参
加
し
て

小
松
の
伝
統
文

化
や
産
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、
自

然
な
ど
を
全
国

に
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す
る
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が
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る
予
定
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」
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御
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決
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る

　労
働
者（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
・
ア
ル
バ
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ト
を
含

む
）を
一
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事
業
主
は
、
労
働
保
険

に
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す（
農
林

水
産
の
事
業
の
一
部
を
除
く
）。

　ま
だ
加
入
手
続
き
を
行
っ
て
い
な
い
事
業
主
の
方

は
、
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ず
は
、
石
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労
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局
ま
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6
5・4
4
2
2

ご
相
談・お
問
合
せ
先

ご
相
談・お
問
合
せ
先

11月は労働保険適用促進強化期間です
「
安
心
」を
支
え
る

　
　ワ
ン
・
ピ
ー
ス 

労
働
保
険

「
安
心
」を
支
え
る

　
　ワ
ン
・
ピ
ー
ス 

労
働
保
険

事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

こまつ姫御前に選ばれた
（左から）松下さん、伊藤さん、長崎さん
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と　き

11月13日（土）・14日（日）
メイン会場
石川県こまつ芸術劇場うらら、サイエンス
ヒルズこまつ、こまつの杜わくわくコマツ
未来館

内　容 【13日】 ・シンポジウム（うらら大ホール）　・公開講座（うらら小ホール）
【14日】 ・日本遺産＆小松お祭りステージ（うらら大ホール）
 ・海外ライブ配信（ヒルズ3Dシアター）
【両日】 ・日本遺産PR展示、体験ブース（3会場）
 ・日本遺産映像上映（ヒルズ3Dシアター、ヒルズわくわくホール）
 ・グルメブース（市民広場、小松駅東側）

地域の歴史的魅力や特色を通じて、日本の文化・伝統を語るストーリーを文化庁が認定する「日本遺産」。
小松市では「石の文化」と「北前船寄港地・船主集落」の2つが日本遺産の認定を受けています。
今回、小松市を会場に開催される日本遺産サミットでは、「日本遺産」で輝く！地域と人とものづくりをテーマに、
小松の誇る日本遺産や、各地の情報発信などを行うことにより、日本遺産の魅力を広く発信します。

日本遺産サミットの両日、市内６か所の日本遺
産拠点地域がサテライト会場となり様々な企
画が行われます。
安宅地区（安宅町）・鵜遊立地区（鵜川町、遊泉寺町、
立明寺町）・九谷の里地区（セラボクタニ）・西尾地区
（観音下町、尾小屋町）・滝ヶ原地区（滝ヶ原町）・那谷
地区（那谷寺）

同時開催：「日本遺産サミットin小松」開催記念展
下記の施設にて、小松の日本遺産にまつわる展示を実施します。
・小松市立博物館「石からはじまる物語～ものづくりこまつ～」
・本陣記念美術館「未来への遺産　九谷焼が京焼に接すると…」
・錦窯展示館「再興九谷の源流 若杉窯」後期
・埋蔵文化財センター「碧玉がもたらした木工の匠」
・河田山古墳群史跡資料館「南加賀の切石積横穴式石室」

観音下石切り場安宅住吉神社 船絵馬

主催：文化庁、小松市、日本遺産連盟、日本遺産サミットin小松開催実行委員会
共催：観光庁　お問合せ先：小松市文化振興課　☎0761-24-8130 詳細はこちら　

日本遺産サミット in 小松HP▲

全国104の日本遺産が小松に大集合！
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オンライン企業説明会事前説明会 10/510/5

配
信
内
容
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ

　
本
所
で
は
、い
し
か
わ
就
職・定
住
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
加
賀
サ
テ
ラ
イ
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
岡
裕
氏
を
講
師

に
招
き
、10
月
30
日・31
日
に
開
催
す
る「
こ
ま
つ
オ
ン
ラ
イ

ン
企
業
説
明
会
」に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
セ
ミ
ナ
ー（
事
前

説
明
会
）を
開
催
。17
名
が
出
席
し
た
。

　
講
師
の
岡
氏
は
、「
選
ば
れ
る
企
業
と
な
る
た
め
に〝
受
け
手

側
〞の
視
点
で
、
ど
こ
に
フ
ォ
ー
カ
ス
す
る
か
が
大
事
。」「
学
生

が
求
め
て
い
る
も
の
は
、
自
分
が
成
長
で
き
る
環
境
や
、
人
間

関
係
の
良
好
さ
、
福
利
厚
生
の
充
実
な
ど
」と
説
明
。

　
ま
た
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
取
り
組
ん
だ
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信（
説
明

会
）や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
面
接
の
活
用
は
、
今
後
の
採
用
活
動
に
も
有
効
。

時
間
や
空
間
を
越
え
、
求
人
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。」と

話
さ
れ
た
。

　
参
加
し
た
企
業
か
ら
は
多
く
の
質
問
が
あ
り
、
説
明
会
へ
向

け
た
熱
意
が
伺
え
た
。

講師の岡裕氏説明会の様子

中小企業対策委員会 10/510/5

公
立
小
松
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
現
況
を
学
ぶ

　
本
所
中
小
企
業
対
策
委
員
会（
委
員
長
：
𠮷
田 

守
伸
）は
、公

立
小
松
大
学
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長
の
香
川
博
之
氏

を
講
師
に
お
招
き
し
、公
立
小
松
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
の

現
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　
公
立
小
松
大
学
で
は
、
１
・
２
年
生
向
け
に
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
実
施

し
、
マ
ッ
チ
ン
グ
の
と
れ
た
企
業
選
び
、
低
離
職
率
の
実
現
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
。

　
公
立
小
松
大
学
は
生
産
シ
ス
テ
ム
科
学
、
保
健
医
療
学
、
国
際
文
化

交
流
学
の
３
つ
の
学
部
で
構
成
さ
れ
、
学
部
に
よ
っ
て
異
な
る
部
分
も
あ

る
が
、
１
・
２
年
生
へ
は
、
学
業
や
学
業
以
外
の
多
く
の
経
験
か
ら
自
ら

の
力
で
キ
ャ
リ
ア
を
デ
ザ
イ
ン
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育

を
、
３
・
４
年
生
へ
は
志
望
す
る
企
業
や
組
織
へ
の
応
募
を
支
援
す
る
就

職
活
動
支
援
を
行
わ
れ
て
い
る
。
地
元
企
業
を
見
学
す
る
バ
ス
ツ
ア
ー

や
、
就
活
ま
る
ご
と
体
験
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
と
の
キ
ャ
リ
ア
相
談
な
ど
、
き
め
細
か
い
サ
ポ
ー
ト
で
学
生
の
キ
ャ
リ

ア
形
成
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

講師の香川博之氏挨拶する𠮷田委員長

小松珠算連盟 9/289/28

そ
ろ
ば
ん
で
基
礎
学
力
ア
ッ
プ
の
お
手
伝
い
！

　
小
松
珠
算
連
盟
の
近
藤
啓
史
理
事
長
、北
豊
彰
理
事

は
、小
松
市
教
育
委
員
会
石
黑
和
彦
教
育
長
を
訪
問
し
、

市
内
の
小
学
校
3
年
生
全
児
童
に
対
し
、そ
ろ
ば
ん
学
習

教
材「
た
の
し
い
そ
ろ
ば
ん
」を
贈
呈
し
た
。

　「
た
の
し
い
そ
ろ
ば
ん
」は
、
日
本
珠
算
連
盟
が
作
成
し
、
そ

ろ
ば
ん
を
基
礎
か
ら
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
お
り
、
児
童
の

基
礎
学
力
ア
ッ
プ
が
期
待
で
き
る
と
し
て
全
国
で
活
用
さ
れ
て
い

る
。
今
年
度
は
、
児
童
用
9
8
8
冊
と
教
師
用
40
冊
の
合
計

1
、
0
2
8
冊
を
贈
呈
し
た
。

　
小
松
珠
算
連
盟
で
は
、
日
々
の
珠
算
教
育
に
加
え
、
平
成
15

年
度
よ
り
市
内
小
学
校
3
・
4
年
生
を
対
象
に「
そ
ろ
ば
ん
講
師

派
遣
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
」を
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
昨

年
度
は
18
校
の
小
学
校
で
そ
ろ
ば
ん
授
業
を
実
施
し
た
。
今
年

度
も
そ
ろ
ば
ん
講
師
を
派
遣
す
る
に
あ
た
り
、
同
事
業
の
周
知

と
積
極
的
な
活
用
を
依
頼
し
た
。

たのしいそろばん近藤理事長から石黑教育長へ贈呈

おみせDEマルシェ2021 10/16～11/1410/16～11/14
「
お
み
せ
D
E
マ
ル
シ
ェ
i
n
小
松
2
0
2
1
」開
催
‼

　
本
所
で
は
、伴
走
型
小
規
模
事
業
者
推
進
事
業
と
し
て
、「
地
元
農
産
品
を
地
元
の
お
店
で
食
べ
て
、地

域
を
応
援
し
よ
う
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、地
元
の
農
家
さ
ん
と
飲
食
店・カ
フ
ェ・ス
イ
ー
ツ
が
タ
ッ
グ
を
組

み
ま
す
。10
月
16
日
〜
11
月
14
日
の
期
間
中
は
、各
店
舗
に
て
①
農
家
さ
ん
が
生
産
し
た
農
産
品
を
使
っ

た
特
別
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
②
農
産
物
を
お
店
で
購
入
可
能
で
す
。参
加
店
舗
は
市
内
18
店
舗
。

総務企画委員会 10/610/6

令
和
4
年
度
石
川
県・小
松
市
施
策
に
対
す
る

要
望
事
項
を
協
議

　
本
所
総
務
企
画
委
員
会（
委
員
長
：
吉
原
慎
吾
）は
、委

員
会
を
開
催
し
、10
月
19
日
開
催
の
本
所
常
議
員
会
審
議

案
件（
令
和
4
年
度
石
川
県・小
松
市
施
策
に
対
す
る
要
望

事
項
）に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　
吉
原
委
員
長
の
挨
拶
後
、
早
速
審
議
に
入
り
、
令
和
4
年
度

石
川
県
・
小
松
市
施
策
に
対
す
る
全
20
項
目
の
要
望
事
項
に
つ
い

て
、
事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
。
こ
の
要
望
は
、
石
川
県
並
び

に
小
松
市
施
策
に
対
し
毎
年
行
っ
て
お
り
、
本
所
6
つ
の
委
員
会

か
ら
提
出
さ
れ
た
要
望
事
項
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
出
席

し
た
委
員
は
内
容
を
協
議
し
、一
項
目
を
追
加
し
て
10
月
19
日

開
催
の
常
議
員
会
に
上
程
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

　
終
わ
り
に
、
岡
田
副
会
頭
が
挨
拶
を
し
委
員
会
を
閉
会
し

た
。

挨拶する吉原委員長委員会の様子

挨拶する山口部長

常議員会 10/1910/19

令
和
4
年
度
石
川
県・小
松
市
へ
の
施
策
要
望
を
審
議

　
本
所
で
は
、正
副
会
頭
、常
議
員
、監
事
20
名
出
席

の
も
と
常
議
員
会
を
開
催
し
、令
和
４
年
度
石
川
県

並
び
に
小
松
市
に
対
す
る
施
策
要
望
な
ど
5
つ
の
議

案
に
つ
い
て
承
認
し
た
。

　
施
策
要
望
は
活
力
あ
る
地
域
経
済
を
目
指
す
た
め
、
重

要
事
項
の
調
査
を
行
う
6
委
員
会
か
ら
提
言
さ
れ
た
意
見

を
集
約
し
、
毎
年
度
作
成
さ
れ
る
。

　
今
回
承
認
さ
れ
た
施
策
要
望
で
は「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に

お
け
る
事
業
継
続
支
援
策
の
拡
充
・
強
化
」や「
観
光
二
次

交
通
の
整
備
に
つ
い
て
」な
ど
、
12
の
新
規
要
望
が
追
加
さ

れ
、
継
続
要
望
を
含
め
7
項
目
21
個
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。
後
日
、
執
行
部
が
知
事
や
市
長
、
市
議
会
議
長
ら
を

訪
問
し
要
望
を
行
う
。

挨拶する西会頭常議員会の様子

産業政策委員会 10/1410/14
「
小
松
市
と
の
意
見
交
換
会
」開
催

　
本
所
産
業
政
策
委
員
会（
委
員
長
：
木
村
勉
）は
、ゲ
ス
ト
に
小

松
市
産
業
未
来
部
企
業
立
地
担
当
部
長
山
口
和
博
氏
、商
工
労
働

課
課
長
中
浦
博
文
氏
を
招
き
、意
見
交
換
会
を
開
催
。14
名
が
出

席
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
木
村
委
員
長
が
挨
拶
し
、
続
い
て
山
口
部
長
、
中
浦
課
長

よ
り
小
松
市
中
小
事
業
者
支
援
事
業
な
ど
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
い
た
。

　
意
見
交
換
会
で
は
、
企
業
誘
致
の
経
緯
・
現
状
に
つ
い
て
の
質
問
や
、

人
材
確
保
に
対
す
る
支
援
策
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
進
め
る
上
で
環

境
に
配
慮
し
た
設
備
導
入
に
対
す
る
支
援
策
、
災
害
時
に
お
け
る
企
業
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
企
業
の
工
場
増
設
な
ど
へ
の
対
応
を
考
慮
し
た
都
市
計
画
を
策

定
し
て
ほ
し
い
と
い
っ
た
意
見
や
、
企
業
誘
致
に
お
い
て
は
、
本
社
や
本

社
機
能
移
転
も
含
め
た
誘
致
を
と
の
要
望
が
出
る
な
ど
活
発
な
意
見
交

換
が
な
さ
れ
た
。

　
最
後
に
、
鈴
木
副
委
員
長
が
謝
辞
を
述
べ
委
員
会
を
終
え
た
。

意見交換会の様子

空港・都市政策委員会 9/279/27

小
松
空
港
民
営
化
へ
の
展
望
を
語
る

　
本
所
空
港・都
市
政
策
委
員
会（
委
員
長
：
今
出
真
稔
）は
、

北
陸
エ
ア
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
㈱
代
表
取
締
役
社
長
　
岡
田
靖

弘
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
小
松
空
港
の
民
営
化
」と
題
し
た
講

演
を
開
催
し
た
。

　
岡
田
氏
は
日
本
各
地
の
空
港
で
民
営
化
が
進
ん
で
い
る
現
状
に
触

れ
、「
小
松
空
港
で
も
新
た
な
航
空
会
社
を
誘
致
し
、
さ
ら
な
る
活

性
化
を
図
る
た
め
、
民
営
化
の
道
を
探
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
航
空
需
要
が
激
減
し
て
い
る
こ
と
や
、
小
松
基
地
と
の

共
用
空
港
の
た
め
滑
走
路
の
民
営
化
が
で
き
ず
、
着
陸
料
収
入
が

望
め
な
い
こ
と
な
ど
課
題
も
多
い
。
第
２
滑
走
路
を
整
備
し
官
民
一

体
と
な
っ
て
、
民
間
路
線
を
充
実
さ
せ
れ
ば
、
民
営
化
へ
の
道
も
見

え
て
く
る
。」と
小
松
空
港
の
展
望
を
語
っ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
小
松
駅
の
新
幹
線
開
通
に
加
え
、
小
松
空
港
の

民
営
化
に
よ
っ
て
小
松
市
全
体
が
さ
ら
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
期

待
す
る
声
が
上
が
っ
た
。

講師の岡田靖弘氏講演の様子

○
＝
商
工
業
者
　〈
〉＝
農
業
生
産
者

【
飲
食
店
】

○
A
R
U〈
西
田
農
園 

小
松
市 

葉
物
類
〉

○
魚
菜
工
房
　
壱

　〈
家
族
野
菜
t
s
u
g
u
t
s
u
g
u 

小
松
市 

里
芋
〉

○
イ
タ
リ
ア
カ
フ
ェ
食
堂
c
o
c
o
o
n

　〈
宮
田
農
園 

能
美
市 

有
機
米
〉

○
ビ
ス
ト
ロ
ド
ゥ
エ
ド
ゥ〈
本
田
農
園 

小
松
市 

ト
マ
ト
〉

○
カ
フ
ェ
ほ
ん
だ〈
キ
タ
フ
ァ
ー
ム 

小
松
市 

ミ
ニ
ト
マ
ト
〉

○
尚
軒〈
宮
本
農
産 

小
松
市 

米
〉

○
旬
の
箸
な
か
村〈
平
岡
ポ
ー
ト
リ
ー 

た
ま
ご
〉

○
S
A
L
U
D
ー
V
E
G
E〈
有
限
会
社
岡
元
農
場
〉

○
ワ
イ
ン
食
堂
G
i
g
l
i
o

　〈
有
限
会
社
た
け
も
と
農
場
〉

○
エ
ム
ラ
イ
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト〈
吉
田
農
園
〉

飲
食
店
10
店

【
カ
フ
ェ・ス
イ
ー
ツ
】

○
御
朱
印〈
加
賀
フ
ル
ー
ツ
ラ
ン
ド 

り
ん
ご
〉

○
こ
ま
つ
町
家
文
庫

　〈
J
A
能
美
柿
部
会 

打
木
干
し
柿
の
会
〉

○
Y
u 

s
w
e
e
t
s〈
平
松
牧
場 

牛
乳
〉

○
有
限
会
社
長
池
製
菓〈
な
か
の
農
園 

さ
つ
ま
い
も
〉

○
菓
子
工
房
y
o
d
o
g
a
w
a

　〈
粟
津
き
ら
ぼ
し
フ
ァ
ー
ム 

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
〉

○
あ
ん
ず
の
木〈
J
A
能
美
い
ち
じ
く
部
会 

い
ち
じ
く
〉

○
長
寿
庵
み
の
わ

　〈
赤
瀬
町
さ
る
な
し
栽
培
組
合 

さ
る
な
し
〉

○
明
月
堂〈
国
造
ゆ
ず
協
議
会 

ゆ
ず
〉

カ
フ
ェ・ス
イ
ー
ツ
8
店

※
収
穫
や
天
候
等
に
よ
り
、商
品
が
変
更
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い

ま
す
。詳
し
く
は
各
店
舗
ま
で
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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オンライン企業説明会事前説明会 10/510/5

配
信
内
容
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ

　
本
所
で
は
、い
し
か
わ
就
職・定
住
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
加
賀
サ
テ
ラ
イ
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
岡
裕
氏
を
講
師

に
招
き
、10
月
30
日・31
日
に
開
催
す
る「
こ
ま
つ
オ
ン
ラ
イ

ン
企
業
説
明
会
」に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
セ
ミ
ナ
ー（
事
前

説
明
会
）を
開
催
。17
名
が
出
席
し
た
。

　
講
師
の
岡
氏
は
、「
選
ば
れ
る
企
業
と
な
る
た
め
に〝
受
け
手

側
〞の
視
点
で
、
ど
こ
に
フ
ォ
ー
カ
ス
す
る
か
が
大
事
。」「
学
生

が
求
め
て
い
る
も
の
は
、
自
分
が
成
長
で
き
る
環
境
や
、
人
間

関
係
の
良
好
さ
、
福
利
厚
生
の
充
実
な
ど
」と
説
明
。

　
ま
た
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
取
り
組
ん
だ
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信（
説
明

会
）や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
面
接
の
活
用
は
、
今
後
の
採
用
活
動
に
も
有
効
。

時
間
や
空
間
を
越
え
、
求
人
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。」と

話
さ
れ
た
。

　
参
加
し
た
企
業
か
ら
は
多
く
の
質
問
が
あ
り
、
説
明
会
へ
向

け
た
熱
意
が
伺
え
た
。

講師の岡裕氏説明会の様子

中小企業対策委員会 10/510/5

公
立
小
松
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
現
況
を
学
ぶ

　
本
所
中
小
企
業
対
策
委
員
会（
委
員
長
：
𠮷
田 

守
伸
）は
、公

立
小
松
大
学
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長
の
香
川
博
之
氏

を
講
師
に
お
招
き
し
、公
立
小
松
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
の

現
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　
公
立
小
松
大
学
で
は
、
１
・
２
年
生
向
け
に
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
実
施

し
、
マ
ッ
チ
ン
グ
の
と
れ
た
企
業
選
び
、
低
離
職
率
の
実
現
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
。

　
公
立
小
松
大
学
は
生
産
シ
ス
テ
ム
科
学
、
保
健
医
療
学
、
国
際
文
化

交
流
学
の
３
つ
の
学
部
で
構
成
さ
れ
、
学
部
に
よ
っ
て
異
な
る
部
分
も
あ

る
が
、
１
・
２
年
生
へ
は
、
学
業
や
学
業
以
外
の
多
く
の
経
験
か
ら
自
ら

の
力
で
キ
ャ
リ
ア
を
デ
ザ
イ
ン
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育

を
、
３
・
４
年
生
へ
は
志
望
す
る
企
業
や
組
織
へ
の
応
募
を
支
援
す
る
就

職
活
動
支
援
を
行
わ
れ
て
い
る
。
地
元
企
業
を
見
学
す
る
バ
ス
ツ
ア
ー

や
、
就
活
ま
る
ご
と
体
験
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
と
の
キ
ャ
リ
ア
相
談
な
ど
、
き
め
細
か
い
サ
ポ
ー
ト
で
学
生
の
キ
ャ
リ

ア
形
成
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

講師の香川博之氏挨拶する𠮷田委員長

小松珠算連盟 9/289/28

そ
ろ
ば
ん
で
基
礎
学
力
ア
ッ
プ
の
お
手
伝
い
！

　
小
松
珠
算
連
盟
の
近
藤
啓
史
理
事
長
、北
豊
彰
理
事

は
、小
松
市
教
育
委
員
会
石
黑
和
彦
教
育
長
を
訪
問
し
、

市
内
の
小
学
校
3
年
生
全
児
童
に
対
し
、そ
ろ
ば
ん
学
習

教
材「
た
の
し
い
そ
ろ
ば
ん
」を
贈
呈
し
た
。

　「
た
の
し
い
そ
ろ
ば
ん
」は
、
日
本
珠
算
連
盟
が
作
成
し
、
そ

ろ
ば
ん
を
基
礎
か
ら
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
お
り
、
児
童
の

基
礎
学
力
ア
ッ
プ
が
期
待
で
き
る
と
し
て
全
国
で
活
用
さ
れ
て
い

る
。
今
年
度
は
、
児
童
用
9
8
8
冊
と
教
師
用
40
冊
の
合
計

1
、
0
2
8
冊
を
贈
呈
し
た
。

　
小
松
珠
算
連
盟
で
は
、
日
々
の
珠
算
教
育
に
加
え
、
平
成
15

年
度
よ
り
市
内
小
学
校
3
・
4
年
生
を
対
象
に「
そ
ろ
ば
ん
講
師

派
遣
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
」を
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
昨

年
度
は
18
校
の
小
学
校
で
そ
ろ
ば
ん
授
業
を
実
施
し
た
。
今
年

度
も
そ
ろ
ば
ん
講
師
を
派
遣
す
る
に
あ
た
り
、
同
事
業
の
周
知

と
積
極
的
な
活
用
を
依
頼
し
た
。

たのしいそろばん近藤理事長から石黑教育長へ贈呈

おみせDEマルシェ2021 10/16～11/1410/16～11/14
「
お
み
せ
D
E
マ
ル
シ
ェ
i
n
小
松
2
0
2
1
」開
催
‼

　
本
所
で
は
、伴
走
型
小
規
模
事
業
者
推
進
事
業
と
し
て
、「
地
元
農
産
品
を
地
元
の
お
店
で
食
べ
て
、地

域
を
応
援
し
よ
う
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、地
元
の
農
家
さ
ん
と
飲
食
店・カ
フ
ェ・ス
イ
ー
ツ
が
タ
ッ
グ
を
組

み
ま
す
。10
月
16
日
〜
11
月
14
日
の
期
間
中
は
、各
店
舗
に
て
①
農
家
さ
ん
が
生
産
し
た
農
産
品
を
使
っ

た
特
別
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
②
農
産
物
を
お
店
で
購
入
可
能
で
す
。参
加
店
舗
は
市
内
18
店
舗
。

総務企画委員会 10/610/6

令
和
4
年
度
石
川
県・小
松
市
施
策
に
対
す
る

要
望
事
項
を
協
議

　
本
所
総
務
企
画
委
員
会（
委
員
長
：
吉
原
慎
吾
）は
、委

員
会
を
開
催
し
、10
月
19
日
開
催
の
本
所
常
議
員
会
審
議

案
件（
令
和
4
年
度
石
川
県・小
松
市
施
策
に
対
す
る
要
望

事
項
）に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　
吉
原
委
員
長
の
挨
拶
後
、
早
速
審
議
に
入
り
、
令
和
4
年
度

石
川
県
・
小
松
市
施
策
に
対
す
る
全
20
項
目
の
要
望
事
項
に
つ
い

て
、
事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
。
こ
の
要
望
は
、
石
川
県
並
び

に
小
松
市
施
策
に
対
し
毎
年
行
っ
て
お
り
、
本
所
6
つ
の
委
員
会

か
ら
提
出
さ
れ
た
要
望
事
項
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
出
席

し
た
委
員
は
内
容
を
協
議
し
、一
項
目
を
追
加
し
て
10
月
19
日

開
催
の
常
議
員
会
に
上
程
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

　
終
わ
り
に
、
岡
田
副
会
頭
が
挨
拶
を
し
委
員
会
を
閉
会
し

た
。

挨拶する吉原委員長委員会の様子

挨拶する山口部長

常議員会 10/1910/19

令
和
4
年
度
石
川
県・小
松
市
へ
の
施
策
要
望
を
審
議

　
本
所
で
は
、正
副
会
頭
、常
議
員
、監
事
20
名
出
席

の
も
と
常
議
員
会
を
開
催
し
、令
和
４
年
度
石
川
県

並
び
に
小
松
市
に
対
す
る
施
策
要
望
な
ど
5
つ
の
議

案
に
つ
い
て
承
認
し
た
。

　
施
策
要
望
は
活
力
あ
る
地
域
経
済
を
目
指
す
た
め
、
重

要
事
項
の
調
査
を
行
う
6
委
員
会
か
ら
提
言
さ
れ
た
意
見

を
集
約
し
、
毎
年
度
作
成
さ
れ
る
。

　
今
回
承
認
さ
れ
た
施
策
要
望
で
は「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に

お
け
る
事
業
継
続
支
援
策
の
拡
充
・
強
化
」や「
観
光
二
次

交
通
の
整
備
に
つ
い
て
」な
ど
、
12
の
新
規
要
望
が
追
加
さ

れ
、
継
続
要
望
を
含
め
7
項
目
21
個
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。
後
日
、
執
行
部
が
知
事
や
市
長
、
市
議
会
議
長
ら
を

訪
問
し
要
望
を
行
う
。

挨拶する西会頭常議員会の様子

産業政策委員会 10/1410/14
「
小
松
市
と
の
意
見
交
換
会
」開
催

　
本
所
産
業
政
策
委
員
会（
委
員
長
：
木
村
勉
）は
、ゲ
ス
ト
に
小

松
市
産
業
未
来
部
企
業
立
地
担
当
部
長
山
口
和
博
氏
、商
工
労
働

課
課
長
中
浦
博
文
氏
を
招
き
、意
見
交
換
会
を
開
催
。14
名
が
出

席
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
木
村
委
員
長
が
挨
拶
し
、
続
い
て
山
口
部
長
、
中
浦
課
長

よ
り
小
松
市
中
小
事
業
者
支
援
事
業
な
ど
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
い
た
。

　
意
見
交
換
会
で
は
、
企
業
誘
致
の
経
緯
・
現
状
に
つ
い
て
の
質
問
や
、

人
材
確
保
に
対
す
る
支
援
策
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
進
め
る
上
で
環

境
に
配
慮
し
た
設
備
導
入
に
対
す
る
支
援
策
、
災
害
時
に
お
け
る
企
業
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
企
業
の
工
場
増
設
な
ど
へ
の
対
応
を
考
慮
し
た
都
市
計
画
を
策

定
し
て
ほ
し
い
と
い
っ
た
意
見
や
、
企
業
誘
致
に
お
い
て
は
、
本
社
や
本

社
機
能
移
転
も
含
め
た
誘
致
を
と
の
要
望
が
出
る
な
ど
活
発
な
意
見
交

換
が
な
さ
れ
た
。

　
最
後
に
、
鈴
木
副
委
員
長
が
謝
辞
を
述
べ
委
員
会
を
終
え
た
。

意見交換会の様子

空港・都市政策委員会 9/279/27

小
松
空
港
民
営
化
へ
の
展
望
を
語
る

　
本
所
空
港・都
市
政
策
委
員
会（
委
員
長
：
今
出
真
稔
）は
、

北
陸
エ
ア
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
㈱
代
表
取
締
役
社
長
　
岡
田
靖

弘
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
小
松
空
港
の
民
営
化
」と
題
し
た
講

演
を
開
催
し
た
。

　
岡
田
氏
は
日
本
各
地
の
空
港
で
民
営
化
が
進
ん
で
い
る
現
状
に
触

れ
、「
小
松
空
港
で
も
新
た
な
航
空
会
社
を
誘
致
し
、
さ
ら
な
る
活

性
化
を
図
る
た
め
、
民
営
化
の
道
を
探
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
航
空
需
要
が
激
減
し
て
い
る
こ
と
や
、
小
松
基
地
と
の

共
用
空
港
の
た
め
滑
走
路
の
民
営
化
が
で
き
ず
、
着
陸
料
収
入
が

望
め
な
い
こ
と
な
ど
課
題
も
多
い
。
第
２
滑
走
路
を
整
備
し
官
民
一

体
と
な
っ
て
、
民
間
路
線
を
充
実
さ
せ
れ
ば
、
民
営
化
へ
の
道
も
見

え
て
く
る
。」と
小
松
空
港
の
展
望
を
語
っ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
小
松
駅
の
新
幹
線
開
通
に
加
え
、
小
松
空
港
の

民
営
化
に
よ
っ
て
小
松
市
全
体
が
さ
ら
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
期

待
す
る
声
が
上
が
っ
た
。

講師の岡田靖弘氏講演の様子

○
＝
商
工
業
者
　〈
〉＝
農
業
生
産
者

【
飲
食
店
】

○
A
R
U〈
西
田
農
園 

小
松
市 

葉
物
類
〉

○
魚
菜
工
房
　
壱

　〈
家
族
野
菜
t
s
u
g
u
t
s
u
g
u 

小
松
市 

里
芋
〉

○
イ
タ
リ
ア
カ
フ
ェ
食
堂
c
o
c
o
o
n

　〈
宮
田
農
園 

能
美
市 

有
機
米
〉

○
ビ
ス
ト
ロ
ド
ゥ
エ
ド
ゥ〈
本
田
農
園 

小
松
市 

ト
マ
ト
〉

○
カ
フ
ェ
ほ
ん
だ〈
キ
タ
フ
ァ
ー
ム 

小
松
市 

ミ
ニ
ト
マ
ト
〉

○
尚
軒〈
宮
本
農
産 

小
松
市 

米
〉

○
旬
の
箸
な
か
村〈
平
岡
ポ
ー
ト
リ
ー 

た
ま
ご
〉

○
S
A
L
U
D
ー
V
E
G
E〈
有
限
会
社
岡
元
農
場
〉

○
ワ
イ
ン
食
堂
G
i
g
l
i
o

　〈
有
限
会
社
た
け
も
と
農
場
〉

○
エ
ム
ラ
イ
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト〈
吉
田
農
園
〉

飲
食
店
10
店

【
カ
フ
ェ・ス
イ
ー
ツ
】

○
御
朱
印〈
加
賀
フ
ル
ー
ツ
ラ
ン
ド 

り
ん
ご
〉

○
こ
ま
つ
町
家
文
庫

　〈
J
A
能
美
柿
部
会 

打
木
干
し
柿
の
会
〉

○
Y
u 

s
w
e
e
t
s〈
平
松
牧
場 

牛
乳
〉

○
有
限
会
社
長
池
製
菓〈
な
か
の
農
園 

さ
つ
ま
い
も
〉

○
菓
子
工
房
y
o
d
o
g
a
w
a

　〈
粟
津
き
ら
ぼ
し
フ
ァ
ー
ム 

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
〉

○
あ
ん
ず
の
木〈
J
A
能
美
い
ち
じ
く
部
会 

い
ち
じ
く
〉

○
長
寿
庵
み
の
わ

　〈
赤
瀬
町
さ
る
な
し
栽
培
組
合 

さ
る
な
し
〉

○
明
月
堂〈
国
造
ゆ
ず
協
議
会 

ゆ
ず
〉

カ
フ
ェ・ス
イ
ー
ツ
8
店

※
収
穫
や
天
候
等
に
よ
り
、商
品
が
変
更
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い

ま
す
。詳
し
く
は
各
店
舗
ま
で
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



会議所の動き

第
１
回

　「
生
産
性
向
上
」
や
「
デ
ジ
タ
ル
に
よ
る
効
率
化
」

が
報
道
さ
れ
な
い
日
は
な
い
。
し
か
し
、
ど
こ
か
他

人
事
の
人
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
地
方
で

行
政
や
企
業
を
支
援
し
続
け
て
５
年
。
私
の
目
に
は

そ
う
映
る
。

　
企
業
の
現
場
で
は
F
A
X
が
ま
だ
ま
だ
現
役
。

社
員
同
士
の
連
絡
は
い
ま
だ
に
口
頭
、
電
話
中
心
。

工
場
や
事
務
所
に
は
紙
、
紙
、
紙
。
今
は
そ
れ
で
い

い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
そ
う
は

い
か
な
い
。
　
2
0
2
5
年
時
点
で
6
、
2
7
7

万
人
と
推
定
さ
れ
る
労
働
人
口
は
、
2
0
5
0
年

に
は
4
、
8
6
4
万
人
ま
で
減
少
す
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
人
口
減
少
の
問
題
は
確
実
に
訪
れ
る
未

来
だ
。
今
ま
で
３
人
で
回
し
て
い
た
経
理
が
高
齢
化

し
、
１
人
、
２
人
と
辞
め
る
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求

人
を
出
し
て
も
、
半
年
以
上
応
募
が
来
な
い
。
そ

ん
な
時
代
は
目
の
前
に
迫
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
我
々
が
取
る
べ
き
手
段
は
ひ
と
つ
だ
。

「
人
が
増
え
な
い
な
ら
、
仕
事
の
方
を
減
ら
す
」。
経

理
が
３
人
か
ら
１
人
に
な
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
労
力

を
３
分
の
１
に
す
る
し
か
な
い
。

◆

　
長
野
県
富
士
見
町
。
八
ヶ
岳
の
山
麓
に
豆
腐
屋

「
両
国
屋
豆
腐
店
」
は
佇
む
。
冷
涼
な
水
を
使
っ
た

豆
腐
は
長
ら
く
地
元
で
愛
さ
れ
て
き
た
。
そ
ん
な
両

国
屋
の
代
表
か
ら
「
助
け
て
ほ
し
い
」
と
声
を
か
け

ら
れ
た
の
は
2
0
1
7
年
の
こ
と
だ
っ
た
。
　
実
際

に
事
務
所
を
訪
問
し
て
驚
い
た
。
壁一面
に
手
書
き

の
付
箋
や
F
A
X
が
び
っ
し
り
と
貼
り
付
け
ら
れ
て

い
た
。
注
文
管
理
、
製
造
計
画
、
出
荷
、
納
品
、

請
求
、
会
計
処
理
。
こ
れ
ら
す
べ
て
を
代
表一人
が

行
う
。
朝
早
く
か
ら
仕
込
み
を
し
、
疲
れ
た
体
で

事
務
作
業
を
す
る
。
夜
遅
く
ま
で
続
く
こ
と
も
あ
っ

た
。
経
理
事
務
を
行
っ
て
い
た
母
親
は
高
齢
化
し
、

「
そ
ろ
そ
ろ
事
務
は
引
退
し
た
い
」
と
も
こ
ぼ
し
て

い
た
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
以
前
は
「
豆
腐
の
こ
と
を
２
割
し
か

考
え
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
い
う
。「
帰
っ
た
ら
事
務
作

業
し
な
く
ち
ゃ
、
在
庫
は
足
り
る
か
ど
う
か
、
仕
入

れ
は
大
丈
夫
か
」、
つ
ま
り
は
豆
腐
以
外
の
こ
と
が

８
割
、
頭
の
中
を
埋
め
尽
く
し
て
い
た
。
代
表
は

「
常
に
黒
い
モ
ヤ
が
頭
の
上
に
あ
る
感
じ
」
と
表
現

し
、
苦
し
ん
で
い
た
。

　
支
援
の
結
果
、
最
終
的
に
は
事
務
作
業
を
年
間

6
0
0
時
間
削
減
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
受
注

か
ら
製
造
、
納
品
ま
で
「
k
i
n
t
o
n
e
」
と

い
う
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
で
管
理
。
会
計
処
理
は
ク

ラ
ウ
ド
会
計
「
f
r
e
e
e
」
を
利
用
し
、
ネ
ッ
ト

で
完
結
、
自
動
化
し
た
こ
と
で
銀
行
へ
記
帳
に
行
く

こ
と
も
な
く
な
り
、
経
理
の
母
親
も
引
退
で
き
た
。

　
同
店
は
受
注
管
理
、
会
計
、
給
与
計
算
、
販
売

管
理
な
ど
を
軒
並
み
ク
ラ
ウ
ド
化
し
た
。
ポ
イ
ン
ト

は
、
複
数
の
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
て

使
っ
て
い
る
点
だ
。

　
近
年
、
ク
ラ
ウ
ド
型
の
様
々
な
業
務
シ
ス
テ
ム
が

登
場
し
、
会
計
や
勤
怠
管
理
、
販
売
管
理
な
ど
、

経
営
者
は
自
分
の
会
社
に
適
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
選
択

し
、
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
効
率
化
を
実
現
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
シ
ス
テ
ム
は
「
１
か
ら
つ
く
る
」

時
代
か
ら
、「
欲
し
い
物
を
選
ぶ
」
時
代
へ
と
シ
フ

ト
し
た
の
で
あ
る
。

◆

　
さ
て
、
省
力
化
し
た
両
国
屋
豆
腐
店
の
現
在
は

ど
う
な
っ
た
か
？
か
つ
て
事
務
作
業
に
消
え
て
い
た

時
間
は
、
営
業
や
商
品
開
発
な
ど
「
攻
め
」
の
時

間
に
変
化
し
た
。
人
口
減
少
が
確
実
に
く
る
こ
れ

か
ら
の
時
代
。
デ
ジ
タ
ル
化
と
い
う
の
は
「
時
間
づ

く
り
」「
創
造
的
な
活
動
づ
く
り
」
そ
の
も
の
で
あ

る
。

　「
今
不
要
だ
か
ら
」
と
い
う
こ
と
で
デ
ジ
タ
ル
化

を
見
て
見
ぬ
振
り
を
す
る
の
は
や
め
よ
う
。「
10
年
、

20
年
後
、
必
ず
必
要
に
な
る
」
と
知
っ
た
あ
な
た
は
、

今
日
か
ら
動
き
出
せ
る
は
ず
だ
。

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

井
領 

明
広
（
い
り
ょ
う
・
あ
き
ひ
ろ
）

　
つ
づ
く
株
式
会
社
社
長
。
長
野
県
上
田
市
を
拠

点
に
、
企
業
の
ク
ラ
ウ
ド
化
・
業
務
自
動
化
を
支

援
。

デ
ジ
タ
ル
活
用
に
よ
る
儲
か
る
経
営
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　働
き
手
が
2
、0
0
0
万
人
減
る
準
備
は
で
き
て
い
る
か
?

デ
ジ
タ
ル
活
用
に
よ
る
儲
か
る
経
営
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　働
き
手
が
2
、0
0
0
万
人
減
る
準
備
は
で
き
て
い
る
か
?

青年部 10/1910/19

会
社
の
後
継
者
を
助
け
る
経
営
理
念

　
本
所
青
年
部（
以
下
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）は
、令
和
３
年
度
10
月
例
会
を
現

地・Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
併
用
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
に
て
開
催
し
、小
松

Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
36
名
が
出
席
し
た
。

　
は
じ
め
に
、森
下
会
長
、小
野
直
前
会
長
が
挨
拶
し
、本
年
度
入
会
し

た
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
へ
、記
章
の
授
与
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、株
式
会
社

コ
ガ
ワ
計
画 
代
表
取
締
役
社
長
の
小
河
吉
彦
氏
を
ゲ
ス
ト
に
招
き
、「
経

営
理
念
の
浸
透
と
取
組
」と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
し
た
。

　
講
演
会
は
、小
河
氏
が
自
社
の
取
組
み
に
つ
い
て
紹
介
す
る
第一
部
、

事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
で
小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
か
ら
収
集
し
た
質
問
に
つ
い

て
、小
野
直
前
会
長
と
小
河
氏
が
意
見
を
出
し
合
う
第
二
部
の
二
部
構

成
で
実
施
し
た
。
小
河
氏
は
講
演
の
中
で
、「
自
分
は
創
業
者
で
は
な
く

後
継
者
だ
っ
た
。
後
継
者
の
自
分
が
迷
い
な
く
跡
を
継
ぐ
こ
と
が
で
き

た
の
は
、会
社
に
経
営
理
念
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
。
後
継
者
と
し
て
の
役

割
が
明
確
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。」と
話
し
た
。

　
講
演
会
後
は
、出
席
し
た
メ
ン
バ
ー
が
自
社
事
業
の
P
R
活
動
を
行

い
、例
会
を
終
え
た
。

新型コロナウイルス感染症対策のため、「初級コース」「メモリアルコース」は従来の会場受検と
あわせて、オンライン受検を実施します。詳しくはホームページをご確認ください。
■実 施 日　令和3年12月19日（日）
■受 検 級　初級編9：00～・中級編10：00～・上級編11：00～（各30分 50問）

メモリアルコース　12：00～（20分 25問）
■申込期間　令和3年11月1日（月）～11月30日（火）
　　　　　　9：00～17：00（土日・祝日は除く）
■検 定 料　一般：1,000円／高校生以下：無料

（高校生以下の方は申込の際に学生証等を提示してください）
■会　　場　第一地区コミュニティセンター
■申 込 先　小松商工会議所　総務・事業課

TEL（0761）21-3121  FAX（0761） 21-3120
■ドリルとテキストについて
申込書並びにテキスト・ドリル・過去問題はふるさと小松検定Webページ
からダウンロードしてください。貸出、購入もできます。 ＮＰＯ法人 ふるさと小松検定 検索

毎年
テーマが変わります!

受検のチャンスは
１回限り

第17回 ふるさと小松検定第17回 ふるさと小松検定第17回 ふるさと小松検定第17回 ふるさと小松検定 ふるさとへの理解を深め、より多くの皆さんに
小松の魅力を知っていただくため、
今年も、ふるさと小松検定を実施します。

《“まちゼミ”とは？》
　『得する街のゼミナール（＝まちゼミ）』は、お店の方が講師と
なり、専門知識やプロならではのコツを伝える少人数のゼミナ
ールを無料（あるいは材料費実費）で開催するミニ講座です。
　まちゼミをお客様に受講いただくことで、お店の存在や特徴
を知っていただくとともに、お店とお客様との交流を通し、お店
やスタッフのファンづくりと街の活性化を推進する事業です。ぜ
ひご参加ください。
◇参加申込について
参加対象：・小松市内に店舗があり本事業主旨に賛同する事業所、

小松商店会連盟会員事業所のいずれかに該当する事業所
・まちゼミ事前説明会に参加できる事業所
（日程は後日お知らせします）

参 加 費：1講座につき10,000円（小松商店会連盟非会員：12,000円）
申込締切：令和３年12月2日（木）１７時まで
申込方法：申込書に必要事項をご記入の上、参加費を添えて小松商工

会議所窓口までお申込みください。
※新型コロナウイルスの影響により、やむを得ず中止となる場合がありま
す。但し、参加費については、事前の広報ＰＲ等の経費も含むため返金は行
いません。予めご了承ください。

◇講座について
期　　間：令和４年２月19日（土）～３月13日（日）※実施期間内で各店

都合の良い日を指定（複数日の指定可）
会　　場：各店舗
◇お問合せ・申込先
こまつまちゼミ実行委員会事務局（小松商工会議所内）☎21-3121

＼あなたのお店も参加してみませんか？／

－得する街のゼミナール－
第8回こまつまちゼミ

参加店募集！

ゲストを交えて記念撮影講演会の様子
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会議所の動き

第
１
回

　「
生
産
性
向
上
」
や
「
デ
ジ
タ
ル
に
よ
る
効
率
化
」

が
報
道
さ
れ
な
い
日
は
な
い
。
し
か
し
、
ど
こ
か
他

人
事
の
人
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
地
方
で

行
政
や
企
業
を
支
援
し
続
け
て
５
年
。
私
の
目
に
は

そ
う
映
る
。

　
企
業
の
現
場
で
は
F
A
X
が
ま
だ
ま
だ
現
役
。

社
員
同
士
の
連
絡
は
い
ま
だ
に
口
頭
、
電
話
中
心
。

工
場
や
事
務
所
に
は
紙
、
紙
、
紙
。
今
は
そ
れ
で
い

い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
そ
う
は

い
か
な
い
。
　
2
0
2
5
年
時
点
で
6
、
2
7
7

万
人
と
推
定
さ
れ
る
労
働
人
口
は
、
2
0
5
0
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に
は
4
、
8
6
4
万
人
ま
で
減
少
す
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
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減
少
の
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は
確
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に
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れ
る
未

来
だ
。
今
ま
で
３
人
で
回
し
て
い
た
経
理
が
高
齢
化

し
、
１
人
、
２
人
と
辞
め
る
。
ハ
ロ
ー
ワ
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ク
で
求

人
を
出
し
て
も
、
半
年
以
上
応
募
が
来
な
い
。
そ

ん
な
時
代
は
目
の
前
に
迫
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て
い
る
。

　
そ
こ
で
我
々
が
取
る
べ
き
手
段
は
ひ
と
つ
だ
。

「
人
が
増
え
な
い
な
ら
、
仕
事
の
方
を
減
ら
す
」。
経

理
が
３
人
か
ら
１
人
に
な
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
労
力

を
３
分
の
１
に
す
る
し
か
な
い
。

◆

　
長
野
県
富
士
見
町
。
八
ヶ
岳
の
山
麓
に
豆
腐
屋

「
両
国
屋
豆
腐
店
」
は
佇
む
。
冷
涼
な
水
を
使
っ
た

豆
腐
は
長
ら
く
地
元
で
愛
さ
れ
て
き
た
。
そ
ん
な
両

国
屋
の
代
表
か
ら
「
助
け
て
ほ
し
い
」
と
声
を
か
け

ら
れ
た
の
は
2
0
1
7
年
の
こ
と
だ
っ
た
。
　
実
際

に
事
務
所
を
訪
問
し
て
驚
い
た
。
壁一面
に
手
書
き

の
付
箋
や
F
A
X
が
び
っ
し
り
と
貼
り
付
け
ら
れ
て

い
た
。
注
文
管
理
、
製
造
計
画
、
出
荷
、
納
品
、

請
求
、
会
計
処
理
。
こ
れ
ら
す
べ
て
を
代
表一人
が

行
う
。
朝
早
く
か
ら
仕
込
み
を
し
、
疲
れ
た
体
で

事
務
作
業
を
す
る
。
夜
遅
く
ま
で
続
く
こ
と
も
あ
っ

た
。
経
理
事
務
を
行
っ
て
い
た
母
親
は
高
齢
化
し
、

「
そ
ろ
そ
ろ
事
務
は
引
退
し
た
い
」
と
も
こ
ぼ
し
て

い
た
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
以
前
は
「
豆
腐
の
こ
と
を
２
割
し
か

考
え
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
い
う
。「
帰
っ
た
ら
事
務
作

業
し
な
く
ち
ゃ
、
在
庫
は
足
り
る
か
ど
う
か
、
仕
入

れ
は
大
丈
夫
か
」、
つ
ま
り
は
豆
腐
以
外
の
こ
と
が

８
割
、
頭
の
中
を
埋
め
尽
く
し
て
い
た
。
代
表
は

「
常
に
黒
い
モ
ヤ
が
頭
の
上
に
あ
る
感
じ
」
と
表
現

し
、
苦
し
ん
で
い
た
。

　
支
援
の
結
果
、
最
終
的
に
は
事
務
作
業
を
年
間

6
0
0
時
間
削
減
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
受
注

か
ら
製
造
、
納
品
ま
で
「
k
i
n
t
o
n
e
」
と

い
う
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
で
管
理
。
会
計
処
理
は
ク

ラ
ウ
ド
会
計
「
f
r
e
e
e
」
を
利
用
し
、
ネ
ッ
ト

で
完
結
、
自
動
化
し
た
こ
と
で
銀
行
へ
記
帳
に
行
く

こ
と
も
な
く
な
り
、
経
理
の
母
親
も
引
退
で
き
た
。

　
同
店
は
受
注
管
理
、
会
計
、
給
与
計
算
、
販
売

管
理
な
ど
を
軒
並
み
ク
ラ
ウ
ド
化
し
た
。
ポ
イ
ン
ト

は
、
複
数
の
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
て

使
っ
て
い
る
点
だ
。

　
近
年
、
ク
ラ
ウ
ド
型
の
様
々
な
業
務
シ
ス
テ
ム
が

登
場
し
、
会
計
や
勤
怠
管
理
、
販
売
管
理
な
ど
、

経
営
者
は
自
分
の
会
社
に
適
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
選
択

し
、
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
効
率
化
を
実
現
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
シ
ス
テ
ム
は
「
１
か
ら
つ
く
る
」

時
代
か
ら
、「
欲
し
い
物
を
選
ぶ
」
時
代
へ
と
シ
フ

ト
し
た
の
で
あ
る
。

◆

　
さ
て
、
省
力
化
し
た
両
国
屋
豆
腐
店
の
現
在
は

ど
う
な
っ
た
か
？
か
つ
て
事
務
作
業
に
消
え
て
い
た

時
間
は
、
営
業
や
商
品
開
発
な
ど
「
攻
め
」
の
時

間
に
変
化
し
た
。
人
口
減
少
が
確
実
に
く
る
こ
れ

か
ら
の
時
代
。
デ
ジ
タ
ル
化
と
い
う
の
は
「
時
間
づ

く
り
」「
創
造
的
な
活
動
づ
く
り
」
そ
の
も
の
で
あ

る
。

　「
今
不
要
だ
か
ら
」
と
い
う
こ
と
で
デ
ジ
タ
ル
化

を
見
て
見
ぬ
振
り
を
す
る
の
は
や
め
よ
う
。「
10
年
、

20
年
後
、
必
ず
必
要
に
な
る
」
と
知
っ
た
あ
な
た
は
、

今
日
か
ら
動
き
出
せ
る
は
ず
だ
。

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

井
領 

明
広
（
い
り
ょ
う
・
あ
き
ひ
ろ
）

　
つ
づ
く
株
式
会
社
社
長
。
長
野
県
上
田
市
を
拠

点
に
、
企
業
の
ク
ラ
ウ
ド
化
・
業
務
自
動
化
を
支

援
。

デ
ジ
タ
ル
活
用
に
よ
る
儲
か
る
経
営
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　働
き
手
が
2
、0
0
0
万
人
減
る
準
備
は
で
き
て
い
る
か
?

デ
ジ
タ
ル
活
用
に
よ
る
儲
か
る
経
営
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　働
き
手
が
2
、0
0
0
万
人
減
る
準
備
は
で
き
て
い
る
か
?

青年部 10/1910/19

会
社
の
後
継
者
を
助
け
る
経
営
理
念

　
本
所
青
年
部（
以
下
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）は
、令
和
３
年
度
10
月
例
会
を
現

地・Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
併
用
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
に
て
開
催
し
、小
松

Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
36
名
が
出
席
し
た
。

　
は
じ
め
に
、森
下
会
長
、小
野
直
前
会
長
が
挨
拶
し
、本
年
度
入
会
し

た
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
へ
、記
章
の
授
与
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、株
式
会
社

コ
ガ
ワ
計
画 

代
表
取
締
役
社
長
の
小
河
吉
彦
氏
を
ゲ
ス
ト
に
招
き
、「
経

営
理
念
の
浸
透
と
取
組
」と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
し
た
。

　
講
演
会
は
、小
河
氏
が
自
社
の
取
組
み
に
つ
い
て
紹
介
す
る
第一
部
、

事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
で
小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
か
ら
収
集
し
た
質
問
に
つ
い

て
、小
野
直
前
会
長
と
小
河
氏
が
意
見
を
出
し
合
う
第
二
部
の
二
部
構

成
で
実
施
し
た
。
小
河
氏
は
講
演
の
中
で
、「
自
分
は
創
業
者
で
は
な
く

後
継
者
だ
っ
た
。
後
継
者
の
自
分
が
迷
い
な
く
跡
を
継
ぐ
こ
と
が
で
き

た
の
は
、会
社
に
経
営
理
念
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
。
後
継
者
と
し
て
の
役

割
が
明
確
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。」と
話
し
た
。

　
講
演
会
後
は
、出
席
し
た
メ
ン
バ
ー
が
自
社
事
業
の
P
R
活
動
を
行

い
、例
会
を
終
え
た
。

新型コロナウイルス感染症対策のため、「初級コース」「メモリアルコース」は従来の会場受検と
あわせて、オンライン受検を実施します。詳しくはホームページをご確認ください。
■実 施 日　令和3年12月19日（日）
■受 検 級　初級編9：00～・中級編10：00～・上級編11：00～（各30分 50問）

メモリアルコース　12：00～（20分 25問）
■申込期間　令和3年11月1日（月）～11月30日（火）
　　　　　　9：00～17：00（土日・祝日は除く）
■検 定 料　一般：1,000円／高校生以下：無料

（高校生以下の方は申込の際に学生証等を提示してください）
■会　　場　第一地区コミュニティセンター
■申 込 先　小松商工会議所　総務・事業課

TEL（0761）21-3121  FAX（0761） 21-3120
■ドリルとテキストについて
申込書並びにテキスト・ドリル・過去問題はふるさと小松検定Webページ
からダウンロードしてください。貸出、購入もできます。 ＮＰＯ法人 ふるさと小松検定 検索

毎年
テーマが変わります!

受検のチャンスは
１回限り

第17回 ふるさと小松検定第17回 ふるさと小松検定第17回 ふるさと小松検定第17回 ふるさと小松検定 ふるさとへの理解を深め、より多くの皆さんに
小松の魅力を知っていただくため、
今年も、ふるさと小松検定を実施します。

《“まちゼミ”とは？》
　『得する街のゼミナール（＝まちゼミ）』は、お店の方が講師と
なり、専門知識やプロならではのコツを伝える少人数のゼミナ
ールを無料（あるいは材料費実費）で開催するミニ講座です。
　まちゼミをお客様に受講いただくことで、お店の存在や特徴
を知っていただくとともに、お店とお客様との交流を通し、お店
やスタッフのファンづくりと街の活性化を推進する事業です。ぜ
ひご参加ください。
◇参加申込について
参加対象：・小松市内に店舗があり本事業主旨に賛同する事業所、

小松商店会連盟会員事業所のいずれかに該当する事業所
・まちゼミ事前説明会に参加できる事業所
（日程は後日お知らせします）

参 加 費：1講座につき10,000円（小松商店会連盟非会員：12,000円）
申込締切：令和３年12月2日（木）１７時まで
申込方法：申込書に必要事項をご記入の上、参加費を添えて小松商工

会議所窓口までお申込みください。
※新型コロナウイルスの影響により、やむを得ず中止となる場合がありま
す。但し、参加費については、事前の広報ＰＲ等の経費も含むため返金は行
いません。予めご了承ください。

◇講座について
期　　間：令和４年２月19日（土）～３月13日（日）※実施期間内で各店

都合の良い日を指定（複数日の指定可）
会　　場：各店舗
◇お問合せ・申込先
こまつまちゼミ実行委員会事務局（小松商工会議所内）☎21-3121

＼あなたのお店も参加してみませんか？／

－得する街のゼミナール－
第8回こまつまちゼミ

参加店募集！

ゲストを交えて記念撮影講演会の様子
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■創 　 業  昭和23年
■所 　 在  小松市糸町3-1
■事業内容  和装・宝飾・服飾品小売、
 貸衣裳、写真スタジオ
■営業時間 10:30-18:30
 （土日祝10:00-18:30）
■休 業 日  水曜日・第3火曜日・他
■Ｔ Ｅ Ｌ  0761-24-5068
■Ｆ Ａ Ｘ  0761-２１-5539
■U R L  https://akane-kimono.com/

代表　福田 生

株式会社あかね
Kimono&Photo AKANE

会 員事業所紹介
　
来
年
創
業
75
周
年
を
迎
え
る
き
も

の
専
門
店
あ
か
ね
。
従
来
は
呉
服
や

家
具
、
宝
飾
品
、
服
飾
品
、
健
康
商

品
な
ど
を
取
り
扱
っ
て
い
た
が
、
モ

ノ
消
費
か
ら
コ
ト
消
費
へ
と
変
化
し

た
昨
今
の
消
費
動
向
に
合
わ
せ
て
、

貸
衣
装
と
写
真
ス
タ
ジ
オ
を
展
開
す

る
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
事
業
を
拡
大
。

専
任
の
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
プ
ラ
ン
ナ

ー
が
、
成
人
式
・
卒
業
式
・
入
学

式
・
七
五
三
・
お
宮
参
り
・
結
婚
式

と
い
っ
た
人
生
の
か
け
が
え
の
な
い

記
念
日
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
衣

裳
の
提
供
だ
け
で
な
く
、
記
念
日
当

日
の
ヘ
ア
・
メ
イ
ク
・
着
付
、
記
念

写
真
撮
影
ま
で
の
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー

ト
で
思
い
出
づ
く
り
を
全
力
で
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
。
小
松
、
能
美
、
加
賀
だ

け
で
な
く
、
金
沢
や
か
ほ
く
、
輪
島
、

福
井
か
ら
も
イ
ン
ス
タ
や
ブ
ロ
グ
を

見
て
来
店
す
る
人
が
増
加
。
最
近
で

は
、
昨
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
七
五

三
の
「
衣
裳
」
と
「
写
真
」
と
「
お

出
か
け
」
が
パ
ッ
ク
に
な
っ
た
「
パ

ー
フ
ェ
ク
ト
プ
ラ
ン
」
が
好
評
で
、

七
五
三
予
約
の
半
数
の
人
が
選
ば
れ

る
人
気
の
プ
ラ
ン
に
な
っ
て
い
る
。

来
年
４
月
に
は
75
周
年
記
念
イ
ベ
ン

ト
を
計
画
中
。

か
け
が
え
の
な
い
大
切
な
記
念
日
を
衣
裳
と
写
真
で
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト

店内（成人式振袖）

アニバーサリープランナー

撮影シーン（七五三）

　
環
境
問
題
へ
の
啓
発
活
動
を
目
的

と
し
て
当
会
が
継
続
し
て
行
っ
て
い

る
小
学
生（
環
境
・
ゴ
ミ
問
題
）の
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
、
市

内
小
学
校
よ
り
１
３
５
点
の
応
募
が

あ
っ
た
。

　
応
募
作
品
よ
り
、
厳
正
な
る
審
査

の
結
果
、
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会

連
合
会
会
長
賞
・

小
松
商
工
会
議
所

女
性
会
会
長
賞
・

特
別
賞
・
金
賞
の

計
12
作
品
が
選
ば

れ
た
。入
賞
作
品
・

応
募
作
品
に
つ
い

て
は
、
９
月
28
日

〜
10
月
６
日
の
間

平
和
堂
ア
ル
・
プ
ラ
ザ
小
松
に
て
展
示

を
行
っ
た
。

　
例
年
、
表
彰
式
は
展
示
会
場
で
行

っ
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、

10
月
13
日
に
芦
城
小
学
校
、
18
日
に

第
一
小
学
校
に
て
受
賞
者
の
み
で
行

っ
た
。

　
　
10
月
14
日
、
滝
本
茣
蓙
店
店
主
の

辻
奈
穂
子
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
フ

ァ
ブ
リ
ッ
ク
パ
ネ
ル
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
、
会
員
17
名
が
参
加
し
た
。

　
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
パ
ネ
ル
と
は
、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
な
ど
の
北
欧
文
化
か
ら
生
ま

れ
た
イ
ン
テ
リ
ア
で
、
パ
ネ
ル
に
フ
ァ

ブ
リ
ッ
ク（
布
）を
貼
り
つ
け
、
ア
ー
ト

の
よ
う
に
楽
し
む
ア
イ
テ
ム
で
あ
る
。

　
作
成
し
た
パ
ネ
ル
は
事
業
所
や
店
舗

な
ど
に
飾
り
、
来
店
し
や
す
い
事
業
所

づ
く
り
に
役
立
て
た
い
と
し
た
。

小
学
生（
環
境
・
ゴ
ミ
問
題
）

　
　
　
　
　
　ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

華
つ
う
し
ん
No.274

女
性
会

305

８

　平和堂
●小松店

●尚軒

イオンモール新小松●

●
ケーキハウス
マルフジ

佐々木
IC
佐々木
IC

あかね
★

糸町

園町

N

小松商工会議所会報

　
本
所
会
報
で
は
、毎
号
、会
員

事
業
所
の
皆
様
を
ご
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　
掲
載
は
無
料
で
す
の
で
、希

望
さ
れ
る
方
は
左
記
ま
で
お
気

軽
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

※

掲
載
は
お
申
し
込
み
受
付
順

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

掲
載
希
望
事
業
所

募
集
中
!!

会
員
事
業
所

　
　紹
介
コ
ー
ナ
ー

掲
載

 

無
料

小松商工会議所
総務・事業課

☎0761-21-3121

お問合せ先お問合せ先

フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
パ
ネ
ル

　
　
　

 

セ
ミ
ナ
ー
開
催

全国商工会議所女性会連合会会長賞
　「森が泣いている」

第一小学校６年 清水 瑛斗さん

全国商工会議所女性会連合会会長賞
　「森が泣いている」

第一小学校６年 清水 瑛斗さん

第一小学校にて第一小学校にて

芦城小学校にて芦城小学校にて

平和堂アル・プラザ小松にて展示平和堂アル・プラザ小松にて展示

セミナーの様子（左：講師の辻奈穂子氏）セミナーの様子（左：講師の辻奈穂子氏）
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■創 　 業  昭和23年
■所 　 在  小松市糸町3-1
■事業内容  和装・宝飾・服飾品小売、
 貸衣裳、写真スタジオ
■営業時間 10:30-18:30
 （土日祝10:00-18:30）
■休 業 日  水曜日・第3火曜日・他
■Ｔ Ｅ Ｌ  0761-24-5068
■Ｆ Ａ Ｘ  0761-２１-5539
■U R L  https://akane-kimono.com/

代表　福田 生

株式会社あかね
Kimono&Photo AKANE

会 員事業所紹介
　
来
年
創
業
75
周
年
を
迎
え
る
き
も

の
専
門
店
あ
か
ね
。
従
来
は
呉
服
や

家
具
、
宝
飾
品
、
服
飾
品
、
健
康
商

品
な
ど
を
取
り
扱
っ
て
い
た
が
、
モ

ノ
消
費
か
ら
コ
ト
消
費
へ
と
変
化
し

た
昨
今
の
消
費
動
向
に
合
わ
せ
て
、

貸
衣
装
と
写
真
ス
タ
ジ
オ
を
展
開
す

る
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
事
業
を
拡
大
。

専
任
の
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
プ
ラ
ン
ナ

ー
が
、
成
人
式
・
卒
業
式
・
入
学

式
・
七
五
三
・
お
宮
参
り
・
結
婚
式

と
い
っ
た
人
生
の
か
け
が
え
の
な
い

記
念
日
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
衣

裳
の
提
供
だ
け
で
な
く
、
記
念
日
当

日
の
ヘ
ア
・
メ
イ
ク
・
着
付
、
記
念

写
真
撮
影
ま
で
の
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー

ト
で
思
い
出
づ
く
り
を
全
力
で
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
。
小
松
、
能
美
、
加
賀
だ

け
で
な
く
、
金
沢
や
か
ほ
く
、
輪
島
、

福
井
か
ら
も
イ
ン
ス
タ
や
ブ
ロ
グ
を

見
て
来
店
す
る
人
が
増
加
。
最
近
で

は
、
昨
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
七
五

三
の
「
衣
裳
」
と
「
写
真
」
と
「
お

出
か
け
」
が
パ
ッ
ク
に
な
っ
た
「
パ

ー
フ
ェ
ク
ト
プ
ラ
ン
」
が
好
評
で
、

七
五
三
予
約
の
半
数
の
人
が
選
ば
れ

る
人
気
の
プ
ラ
ン
に
な
っ
て
い
る
。

来
年
４
月
に
は
75
周
年
記
念
イ
ベ
ン

ト
を
計
画
中
。

か
け
が
え
の
な
い
大
切
な
記
念
日
を
衣
裳
と
写
真
で
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト

店内（成人式振袖）

アニバーサリープランナー

撮影シーン（七五三）

　
環
境
問
題
へ
の
啓
発
活
動
を
目
的

と
し
て
当
会
が
継
続
し
て
行
っ
て
い

る
小
学
生（
環
境
・
ゴ
ミ
問
題
）の
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
、
市

内
小
学
校
よ
り
１
３
５
点
の
応
募
が

あ
っ
た
。

　
応
募
作
品
よ
り
、
厳
正
な
る
審
査

の
結
果
、
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会

連
合
会
会
長
賞
・

小
松
商
工
会
議
所

女
性
会
会
長
賞
・

特
別
賞
・
金
賞
の

計
12
作
品
が
選
ば

れ
た
。入
賞
作
品
・

応
募
作
品
に
つ
い

て
は
、
９
月
28
日

〜
10
月
６
日
の
間

平
和
堂
ア
ル
・
プ
ラ
ザ
小
松
に
て
展
示

を
行
っ
た
。

　
例
年
、
表
彰
式
は
展
示
会
場
で
行

っ
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、

10
月
13
日
に
芦
城
小
学
校
、
18
日
に

第
一
小
学
校
に
て
受
賞
者
の
み
で
行

っ
た
。

　
　
10
月
14
日
、
滝
本
茣
蓙
店
店
主
の

辻
奈
穂
子
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
フ

ァ
ブ
リ
ッ
ク
パ
ネ
ル
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
、
会
員
17
名
が
参
加
し
た
。

　
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
パ
ネ
ル
と
は
、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
な
ど
の
北
欧
文
化
か
ら
生
ま

れ
た
イ
ン
テ
リ
ア
で
、
パ
ネ
ル
に
フ
ァ

ブ
リ
ッ
ク（
布
）を
貼
り
つ
け
、
ア
ー
ト

の
よ
う
に
楽
し
む
ア
イ
テ
ム
で
あ
る
。

　
作
成
し
た
パ
ネ
ル
は
事
業
所
や
店
舗

な
ど
に
飾
り
、
来
店
し
や
す
い
事
業
所

づ
く
り
に
役
立
て
た
い
と
し
た
。

小
学
生（
環
境
・
ゴ
ミ
問
題
）

　
　
　
　
　
　ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

華
つ
う
し
ん
No.274

女
性
会

305

８

　平和堂
●小松店

●尚軒

イオンモール新小松●

●
ケーキハウス
マルフジ

佐々木
IC
佐々木
IC

あかね
★

糸町

園町

N

小松商工会議所会報

　
本
所
会
報
で
は
、毎
号
、会
員

事
業
所
の
皆
様
を
ご
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　
掲
載
は
無
料
で
す
の
で
、希

望
さ
れ
る
方
は
左
記
ま
で
お
気

軽
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

※

掲
載
は
お
申
し
込
み
受
付
順

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

掲
載
希
望
事
業
所

募
集
中
!!

会
員
事
業
所

　
　紹
介
コ
ー
ナ
ー

掲
載

 

無
料

小松商工会議所
総務・事業課

☎0761-21-3121

お問合せ先お問合せ先

フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
パ
ネ
ル

　
　
　

 

セ
ミ
ナ
ー
開
催

全国商工会議所女性会連合会会長賞
　「森が泣いている」

第一小学校６年 清水 瑛斗さん

全国商工会議所女性会連合会会長賞
　「森が泣いている」

第一小学校６年 清水 瑛斗さん

第一小学校にて第一小学校にて

芦城小学校にて芦城小学校にて

平和堂アル・プラザ小松にて展示平和堂アル・プラザ小松にて展示

セミナーの様子（左：講師の辻奈穂子氏）セミナーの様子（左：講師の辻奈穂子氏）
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電話またはFAXにてお申込みください。
小松商工会議所 総務・事業課　TEL.0761-21-3121 FAX.0761-21-3120

令和3年度 小松商工会議所会員大会 特別講演会参加申込書

※ご記入頂いた情報は、小松商工会議所からの各種連絡・情報提供のみ使用します。

事業所名事業所名

参加者名参加者名

お申込み
方法
お申込み
方法

令和3年度小松商工会議所会員大会

と　き／令和3年１１月26日（金） １４：３０～
ところ／小松商工会議所 ３階大ホール
主催：小松商工会議所
共催：公益社団法人小松法人会･石川県商工会議所連合会
※新型コロナウイルス感染症感染拡大防止の観点より、申込が多数あった場合には、別会場での分散聴講などを実施します。
※駐車場が混雑しますので、お車で来場の場合は乗り合わせてお越し下さい。

入場無料

特別講演会特別講演会
『創立100周年を迎えたコマツの現況と今後の展望』

《演  題》

《講師プロフィール》
１９５４年生まれ。東京都出身。東大工学部卒。
１９７７年コマツへ入社し、粟津工場生産管理課に配属。そ
の後、英国コマツ駐在を経て、粟津工場管理部長、真岡工
場長、コマツアメリカ社長、生産本部長などを歴任。２００９
年に取締役、２０１３年代表取締役社長兼CEO。２０１９年４月
より代表取締役会長。 また、同年５月より一般社団法人日本
経済団体連合会 副会長。

講師　大橋  徹二 氏

㈱小松製作所　代表取締役会長

小
松
商
工
会
議
所 

会 

報 

11
月
号（
6
9
2
号
）

令
和
3
年
10
月
30
日
発
行（
毎
月
30
日
発
行
）

編
集
・
発
行
　
小
松
商
工
会
議
所 

〒
９
２
３

－

８
５
６
６ 

小
松
市
園
町
ニ
１
番
地

　
　
　
　
　
　
☎
０
７
６
１
・
21
・
３
１
２
１
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
６
１
・
21
・
３
１
２
０

16


